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第三部 文化活動を機軸とする産業と都市の協働関係

都 市経営の｢ビ ジネ スモデル｣と しての祭 り

一青森 ・五所川原 ・弘前 の｢ね ぶた｣調 査 を中心 として一

三 井 泉

日本大学

1.問 題意識

企業は事業活動のみならず、それを取 り巻 く共同体 と多様な関係 によ りその存在意義を

表明 している。｢祭 り｣と い うのは共同体と企業の接点 ともなる儀礼の一つである。われわ

れ(出 口竜也、竹内恵行、三井泉)の 研究では、都市の大きな文化イベン トともなった｢ね

ぶた祭 り｣｢阿 波踊 り｣｢よ さこい祭 り｣の 調査を通 じて、企業 と共同体 との相互関係を内

在的に明 らかにすると共に、地域に根 ざした風土や文化が再解釈され新たな伝統 として創

造 されていくプロセスを探っていくことを目的としている。 この研究を通 じて、産業 と文

化が｢祭 り｣に よって結びつ くことで、ひとつの｢都 市経営のビジネスモデル｣と な りう

るとい うことを示そ うと試みた。本稿では、特に青森｢ね ぶた｣・五所川原｢立 伝武 多｣・

弘前｢ね ぶた｣の 調査について報告 したい。

2.パ イ ロッ ト調査(2004年 度～2006年 度)の 結果概 要

われわれ は昨年までに青森市、弘前 市、徳 島市、高知市 にお いてパイ ロッ ト調査 を行 っ

てお り、以下の よ うな一応の結論 を得 てい る。 青森 ねぶた祭 りに関 しては、以 下の よ うな

一応 の結果が提示 された
。 尚、以下 に関 しては、三井 泉｢地 域文化 と企業 の関わ りに関

す る経営人類 学的考察一 青森ねぶ た祭 りの事例 を中心 として一｣(福 島大学経済学会 『商

学論集』第75巻 第1号,2006)に 詳 しい。

① 青森ねぶた祭は、村落共同体の祭 り(七 夕、ねぶた流 し)と して出発 し、途中から都市の祭

りとしての性格を強めていき、見世物 としての大型の人形行灯(ね ぶた)や 行列が発達 した。

この大型化するねぶたへの経済的支援 を得 るため、早期か ら商業 との結びつきが強 く、神社

との結びつきは弱かった。港祭 りとい う性格 もこの商業化、観光化を加速 させていた。

② この傾向は、戦後の高度成長期に加速され、運行経費の増大 とともに運行団体に企業の占め

る割合が高 くなった。企業の参加 目的は、広報 ・宣伝効果とい う以上に、地元への社会貢献、

従業員の親睦、大店 としての威信等、それぞれの企業 ごとに異なってお り、しかも複合的な

ものである。

③ 多くの企業の従業員は祭 り期間も会社の仕事 との両立を求められ、手当ても出ない企業が多

く、手弁当でボランティアとして参加 していることが、祭 りへ誇 りとモチベーションは極め

て高い。

④ 行政 も市民も運行団体としての信頼から、企業色が祭 りに出ることに特別の違和感は感 じて
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図1.青森ねぶ た め ぐ る関係

いない。青森ねぶた祭の場合、市民も観光客も祭 りへの参加は 自由であ り、観光客も運行側

も一体化 していた。 しか し、最近は管理体制強化の中でこれが崩れ始めている。観光資源 と

しての祭 りであるとい うこと、さらに無形文化財にも指定 されていることから、行政側か ら

市民への教育も働きかけている。

⑤ 企業は資金面や人的動員等を通 じて、祭 りという｢舞 台｣で その組織 力や経済力を遺憾なく

発揮できる。そのようなことも含めた宣伝効果 もある。 しかし、このような｢経 済合理的｣

な側面の説明のみでは、特定企業の祭 り支援の永続性を説明することは不可能である。

⑥ 長年に渡ってねぶたを出 し続けている企業は、古 くから青森で事業活動をおこなってきた

｢老舗｣企 業が多い。 このような企業は、経済的関係のみならず政治的、文化的、社会的に

時代 を超えて多様な関係 を構築 している。 このよ うな関係性の｢結 節点｣と して祭 りは存在

していると考えられる。

⑦ 生活共同体における祭 りは、その地域メンバーの｢存 在証明の場｣で もある。企業は年に一

度のねぶた祭 りを通 じて 自らの存在を知らしめ、地域の一員であることを相互に確認 し、共

同体への変わらぬ貢献を約束する。そのことによって、来るべき年の安全な活動が約束 され

る。 もし祭 りに参加できないような事態になれば、それは企業 と共同体 との関係の｢何 かが

変わった｣こ とを意味する。そのような、いわば｢定 点｣と して祭 りがあるとは考えられな

いであろうか。

ねぶたをめぐる行政、企業、市民の関係は図1に 示 してあるとお りである。

3.2007年 度調査の結果

上記のパイ ロ ッ ト調査 で得 られ た結果 に もとつ いて、2007年 度 には運行団体 であ る代表

的企業 と、制作者で あるねぶ た師 にイ ンタ ビュー調査 を行 った。 また、青森ねぶ た と対比
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させる意味で、近年観光客の増加が著 しい五所川原の立伝武多調査 も行った。その結果の

概要は以下の とお りである。

(1)青 森市調査

企業の取 り組み体制にはそれぞれ大きな違いがあることが理解された。長年参加 しコン

テス トでの受賞歴のある企業でも、年 ごとの本社の方針や地元の中心 となる運営者の熱の

入れ方などにより、その予算や運営方法にはかな りの違いがあることがわかった。

大企業の支社では、本社 との折衝でねぶた予算を毎年 どのように獲得するか とい う｢ロ

ビー活動｣が かな り重要であるとのことであった。 しか し、近年、祭 りに対 しての出費は

どこの企業でも減額 されてお り、ねぶたから撤退 した企業 も多い。また、参加 していて も

一社で一体のねぶたを運行する企業は今では少なく
、数社での共同運行 となっている。ま

た、資金の支援の面でも地元関連会社からの寄付を募っているところがほとん どである。

調査 した企業の うち、本社からの応援が余 り得 られない企業では、当日も地域代理店のス

タッフ全員が 日常業務 をこなしながら、本社や関連会社から観光に訪れて くる人々のため

に衣装を用意 するな ど、接待の準備にめまぐる しく動いていた。特に｢ね ぶた小屋｣(ラ

ッセラン ド)で 出陣準備を行いながら、一方では支社で接客に追われているスタッフの献

身的な姿が印象的であった。 しか し、経済的 ・人的に苦 しい中でも、地元の方々の応援を

受けて頑張っているとのことであった。また、老舗他企業が運行を続けている中で撤退す

ることはできない、 とい う他社への対抗意識もあるよ うに感 じられた。

一方で、本社か らの強力な支援がある団体では、ねぶた祭 り専属スタッフを本社か ら配

し、名刺やポスターや団扇にいたるまでねぶたのカラー写真を入れた特別なものを用意 し

て、関係者を迎えて賑やかに接待をしていた。本社か らビデオスタッフも訪れ、この一連

の活動を録画 していた。画像はインターネ ッ トなどを通 じて流 されるとのことで、全社を

あげてのまさに｢お 祭 りムー ド｣で あった。また、現在は青森にその企業本体は存在 しな

いが、古 くからの｢老 舗｣企 業運行団体では、その企業を支えてきた地元企業を中心に強

固な協力体制が築かれてお り、本社からの支援を受けながら、毎年変わらぬ姿勢で運行が

継続 されていた。また、このような地元企業のまとめ役の人々はねぶた祭 り全体の｢パ ト

ロン｣的 役割を果た してお り、ねぶた祭 りとい う地域文化を守 り継承 していくために、ね

ぶた師や囃子 方の育成などにもカを入れていることが明らかとなった。また、海外への祭

りの派遣にも力を入れているということであった。

これ らのインタビュー調査 とともに運行調査 も行ったが、ねぶたそのものの違いもさる

ことながら、囃子方、ハネ ト、運行形態にいたるまで、それぞれの運行団体の運営方法や

資源配分などが反映されていることが理解された。また、運行調査から明らかになったの

は、巨大ねぶたを市街地で引き回すために、当 日の交通規制を含めて運行状況を管理する

必要があ り、そのシステム設計が今後の課題になっているとい うことであった。
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(2)五 所川原市調査

五所川原市の｢立佞 武多｣は 、明治時代に存在 していた巨大な人形ねぶたを1996年 に地

元有志が復元 したことをきっかけとして、五所川原市が98年 か ら本格的に支援 して作 り上

げられてきた。五所川関係者へのインタビューでは、その時の市長は立伝武多(高 さ約20

メー トル重 さ15ト ン)に よる街おこしを市長選の争点のひ とつとしてお り、公約実現のた

めに駅前の電柱の地下埋設などをは じめ、多 くのインフラ整備 を行ったとい うことであっ

た。市の公表資料によれば、98年 の入込数は31万 人であったが、2006年 には172万 人

にまで増加 してお り、青森ねぶた、弘前ねぶた とともに全国か ら観光客を集 める大きな祭

りに成長 している。観光協会や市役所関係者のインタビューによれば、東京 ドームへの出

展や丸 ビルへの出展な どを契機 として全国か らも注 目を集めるようにな り、次第に街の

人々の意識 も変わっていった とい う。また街の小 ・中 ・高校生などのボランティアも増加

している とい う。(表1.立佞 武多の歩み)

五所川原の街のほぼ中心に位置 し、観光拠点 となっている｢立 俵武多の館｣は 、立倭武

多の展示施設 と制作施設、ならびに格納庫を兼ねた建物 として2003年 に建設 された もので

ある。敷地面積320000㎡ 、地下1階 、地上7階 のビル ディングの中に、通常3台 の立俵武

多が展示 されてお り、その歴史や解説な らびに運行状況な どが年間を通 じてパネルやスク

リーンで紹介 されるとともに、入館者が制作に参加することもできる。 この運営管理は、

市からの補助 を受 けた｢特 定非営利プロジェク ト五所川原倶楽部｣と い う組織 によって行

われてお り、年間14万 人(2006年 度)ほ どの入館者 を数える市の観光拠 点になっている。

五所川原市の立佞武 多の特徴のひとつは、人形の大きさもさることなが ら、そのテー

マの現代性にある。例 えば、そのタイ トルは｢親 子の旅立ち｣｢鬼 が来た｣｢軍 配｣｢北

の守護神｣｢白 神｣｢五 穀豊穣｣｢杭｣｢炎｣な どとなってお り、その形も力強い武者人

形を模 られてはいるが、その中に込められたテーマは｢家 族の絆｣｢不 況からの脱出｣｢環

境問題｣な ど、今 日の社会問題であるとい う。また、最近では、アニメの主人公 を題材 と

した｢ガ ンダムねぶた｣な ども登場 して話題 となった。

これ らの制作者(市 職員)へ のインタビューによれば、テーマや立体モデルの作成につ

いては頭の中で可能であるが、実際の作成 には巨大建造物の建築 と同じような工程が必要

とな り、大型 クレーンで骨組みを組み立てるには経験も必要であるとのことであった。そ

の後の紙は りや色付 け作業な どに関 しては、ボランティアの援助なくして完成はあ りえな

いとのことであった。つま り、設計者である制作者、建設者、そ してボランティアのカの

総合力により、この巨大な立佞武多が出来上がっているのである。これ らは2年 ごとに1

台ずつが更新(焼 却=昇 天 と呼ばれている)さ れていき、常に3台 は展示館に保管 されて

出陣のときを待 っている。

実際の運行調査(前 年度は引き手 としても参加)を 行ってみて感 じたことは、夜空に20

メー トルほ どの人形行灯がゆらゆらと動いてい く姿はまさに圧巻であ り、観光客も市民 も
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20鱗 離携 (率蜘 繭離 罫蜘 完琉.

芝@む轟隼蠣 (平域糠鋤 個奮蒲 識 個奮繋麟で立憐鍛多⑳寄却ンベーン。

2鯵憩鐸 講 樺 威轡鋼 筏競毒 認 犠蛾駅麟で立檬鼠多のキヤンベーン.

2むむ5隼携 俸 威箋博) 駿｣完 賎.

歪㈹お駕病 く畢域穫瀕鋤 購｣完 痘.
26翁 離甥 俸 域総鏑 粍幾ドームにで縫健⑳rB本 まつ梅 に立優裁多出縛.

ま鯉肴麦斜よヲ

共にその勇姿に圧倒 されているとい う印象であった。また、引き手 として参加 した体験か

ら、上記のように市長の努力によりインフラが整えられているとはいえ、まだ電柱や信号

機などに注意を払わなければな らない所 もあり、離子、ハネ ト、立倭武多本体 を一体 とし

て リーダーがうまく先導 しなが ら運行 させていくには大変な注意力 と労力を要するとい う

ことがわかった。また、これ ら3台 の大形立伝武 多のほかにも、地元の高校生によるノ｣型
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か ら中型のものが数台参加 してお り、街中が一体 となって盛 り上げている祭 りであること

が うかがえた。

青森市のねぶた祭 りとの大きな違いは、大企業やその支社が少ないこともあるが、企業

の色が前面に出ていないところである。つま り、市、観光協会、商工会議所や市民のボラ

ンティアによって成 り立っていることが五所川原の大きな特徴である。企業は祭 りに対す

る寄付 などの形で参加 してお り、中には少数であるが社名入 りの浴衣でハネ トとして参加

している企業 もあったが、祭 り中に会社名が溢れているとい う印象は薄い。五所川原では、

行政指導による観光資源 として祭 りを復活 させ、市民ボランティアも一丸 となって祭 りを

盛 り上げて観光客を集めてお り、現在では弘前のねぶた祭 りに迫 り、青森ねぶたに次 ぐ集

客力があるとい うことであった。(表2参 照)一
年 青森舶ぶた藁 弘繭ねぶたまつ攣玉殊1同原立倭武多

139§ 奪 ぐ平 戚11鋤 3.79{》 1護 昏o 1｣抑

2◎⑪嚥(平 成 下簿) 3、8導む t385 1｣45

2001無 で平成 欝痢 a78{1 1.3隣 1,200

2⑪02奪(平 成 鱗無} a55む t姻 1,翌 §

芝oo壽奪`平 醸 爆年) 3｣63⑪ t73尋 1β薯O

⑳ 閣隼(平 硫 欝年) 3。35{} 矯 栂 1,慈2奪

2◎◎藝奪 〔平櫛7年) 3,340 τ4蟹) 1駕 ◎

20騰 年 〔平絞 癬旬 3,370 t66{} 1,720

2◎⑪7年 ♂平 威 響 年} 3濁oo t68{} 1β 慈O

2◎濾年(平 成20無) 3｣90 t69{} 1β30

出典:｢嚢 轟県珊行翫麟概塾｣等

{注)麿 轟ね ぶた漿 には｢花 火 六 会｣お よびF海 上蓮行｣の 入 り込み響 難壷書む。

玉所灘 原灘倭 武多1こ捻r補 火大会｣の 入 弓議み 客数を禽 むSt

4.2008年 度調査の結果

前年度までの調査を踏まえ、2008年 度には青森市におけるねぶた運行本部での調査なら

びに弘前ねぶた祭 りにおけるネ ッ トサー ビスの調査を行った。また、弘前ねぶた祭 りの調

査では、特に運行状況をリアルタイム配信 している｢ね ぶたが り屋｣に ついて、弘前市商

工会議所ならびに開発関係者 にインタビュー調査を行った。その概要は以下の通 りである。

(1)青 森ねぶた運行調査(青 森警察署、ねぶた運行本部)

青森市のねぶたは、前述のよ うに大形人形ねぶた(囃子子、ハネ トを含む)が 市街の中心

通 りを運行す ることから、人や車の交通規制を含めた運行コン トロールが祭 りの成功を決

める大きな要因となる。2008年 度の調査では、ねぶた運行中に青森警察署内のねぶた運行

本部にて、運行 コン トロールの様子を観察す ることができた。2008年 度は8月2日 ～7日
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までの毎 日、最多 で22台 の大形ねぶ たが運行 され たが、その運行 コースは次の資料 に示 さ

れ ている。(図2.運 行 コー ス)

図2.平 成20年 度ね ぶた運 行コース

青森ねぶた祭実行委員会資料より

青森ねぶた祭 り実行委員会によって示された｢大 形ねぶた運行に伴 う遵守事項｣は 以下

のようなものである。まず、(基 本的考え方)と しては、①ねぶたの移動や交通規制に支

障をきたさないこと。②全団体一周するため円滑な運行を行 うこと。③道路標識や信号機

等を破損 しないこと。以上に基づいて示され る(遵守内容)と しては、①小屋出 し順序、待

機時間、②運行開始時間、③帰路や交通規制解除時間、③本部の指示、④カラスハネ ト対

策、⑤ねぶたの回転による運行の遅れ、⑥運行体形距離(llOm)と 運行体形、⑦先導者の

位置、などが細やかに決められている。(｢青 森ねぶた祭 ねぶた運行要領｣よ り)ま た、

実際の運行管理態勢についても、人員の配置を含めてかな り細やかに決められてお り、事

前の打ち合わせから当 日の実施にいたるまで、運行 コン トロールには厳格な体制 と細やか

な配慮が行き届いていることが理解できる。

今回の運行本部調査では、運行中のコン トロールの模様 を観察す ることができた。現場

では緊迫 した雰囲気の中で、実行委員会メンバー、市職員、警察官が一体 となって、数台

のモニターを使用 しなが らねぶたの運行状況を確認すると共に、現場からのタイムリーな

情報収集に努めなが ら安全かっ円滑に運行が行われているかを見守っていた。特に、各ね

ぶたの運行担当者か ら送 られてくる位置庸報の確認を頻繁に行い、ねぶた間の距離を一定

に保つ よう配慮 していた。また、迷子、事故、 トラブルなどには速やかに対応できるよう

な体制が敷かれていた。
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われわれ研究グループは、前年度の聞き取 り調査に基づき、各ねぶたの位置盾報につい

てのコンピュータ ・シミュレーションモデル を作成 し、今回の調査で実験的に作動させて

みた結果、比較的有効な成果が得 られたが、まだ改善の余地があることもわかった。今後

はさらに改良 し、来年度以降に再度現地で実験を行い、いずれ実際に活用 してもらえるよ

うなモデルを提供す る予定である。

(2)弘 前市ねぶた祭 り調査(弘 前商工会議所ほか)

前述のように青森市のねぶた祭 りは大形ねぶたの作成費用や人件費などの面を含め、企

業の支援による祭 りであるとい う特徴がある。弘前市のねぶた祭 りはこれ とは対照的に、

昔ながらの町内会単位の祭 りであ り、企業色はほとんど見 られない。 この要因の一つは、

毎年作 り変える青森の人形型行灯 と異な り、扇面 とい う木組みの構造が繰 り返 し使えるた

めに、ねぶた作成費用を抑えられることも大きな理由のひ とつであると言われている。 し

か しなが ら、それのみならず、青森市の企業色に対する批判や古い城下町であることの誇

りの堅持 とい うよ うな意味合いもあるのかもしれない。いずれにせよ、五所川原をふ くむ

青森県の3つ の年の｢ね ぶた祭 り｣は それぞれに特色を持ち、相互に観光客をめぐっては

｢競争 と協力｣の 関係 にある。

2008年 度の弘前調査では、近年注 目されている弘前市の祭 り情報システム｢ね ぶたが り

屋｣(頃p://www.neputagariya.jp/)に ついての調査を行った。 これは、8月1日 ～6日 まで

のねぶた期間中に、当日の運行順序 ・待機場所情報 ・団体の紹介 ・天気や出店 ・トイ レな

どの位置情報 をリアルタイムで配信 している商工会議所主催のホームページであり、パ ソ

コンや携帯電話か らアクセスできる。 また、ねぶた期間以外でもねぶた清報を一年を通 じ

て配信 してお り、広告効果も高いことか ら、地元商店のPRな どの場 としても機能 してい

る。2007年 には215万 件のアクセスを記録 し、国土交通省の｢時 代 を切 り開け一GIS躍

進 レポー トー｣に も紹介 された とい う。

今回の調査では、商工会議所の開発関係者 を訪れインタビューすると共に、ねぶた運行

時間には、運行現場 にて、 どのようにして リアル タイムの情報が各地点で収集 され、ネ ッ

ト配信 されていくのか とい うことを観察 した。その結果、明 らかになったことは以下のよ

うなことである。

第一に、弘前ねぶた祭 りは観光客のためとい う以上に、地元の町内会が主体の祭 りであ

るとい うことから、上記のネ ット情報も、観光客のみな らず祭 りに参加する地元の市民に

とって有用であるとい うことである。っま り、自分が参加 しようとす る町内会のねぶたは

現在 どの地点にいるのか、あるいは見学するにはどの地点がよいのか、そのあた りの出店

状況はどのようになっているのか、 とい うことをリアル タイムに把握 しながら行動できる

とい うことである。第二には、初めての観光客やツアー客 とい うよりも、リピーターや個

人観光客にとって、自分 自身で見学す るための有効な情報 を手軽に入手できるとい うこと
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である。第三には、このようなホームページを地元企業のPRの 場 として提供することに

よ り、商工会議所には広告料収入が得 られるとい うことである。

つま り、ねぶた祭 りそのものは昔 も今も変わ らずに引き継がれているとしても、その情

報をどのように伝 えていくかによって、祭 りの楽 しみ方や参加の仕方、 さらには地元の宣

伝や経済効果等に大きな違いがでてくる。そのような 晴 報化時代｣に ふ さわ しい仕組み

を提供したとい う点で、この｢ね ぶたが り屋｣は 次世代の祭 りのあり方に対 して大きな示

唆を与えてくれ ると言 えよう。その意味については、今後更なる調査 と検討が必要となろ

う。また、同様の位置情報システムを用いた祭 り情報の配信については、高知の｢よ さこ

い祭 り｣な どでも活用 されているとのことである。 この点についても、今後の調査課題 と

していきたい。

5.ま とめと課題

2004年 からのパイロッ ト調査を含めて2008年 までの4年 間の調査 を通 じて、青森県内

の4つ の｢ね ぶた祭 り｣の 特徴 がある程度明らかになったと思われ る。それを簡単に整理

す ると以下のよ うになる。

青森市の｢ね ぶた祭 り｣は 、その起源は弘前のねぶた祭 りに遡 ることができるとしても、

もともと青森市の｢港 祭り｣に 端を発 してお り、人形行灯の大 きさや派手 さを競 う結果 と

して、大店や地元企業の経済的支援をあおぐ結果 となった。 しか しながら、これは企業に

とっても、地元への自己アイデンティティの証明ならびにPRと もなってお り、高度成長

期 を中心に地域 と企業が共に支えあう形で祭 りを発展 させてきたといえる。その｢装 置｣

としてのねぶたそのものの豪華 さ、嘘子やハネ トのパフォーマ ンスが多くの観光客をひき

つける結果 とな り、次第に｢観 光のため｣の 祭 りへ と変化を余儀なくされた。 しかしなが

ら、そのよ うな｢装 置型｣の 祭 りは、経済効果 も大きくなる代わ りにそれを支えるための

コス トも多大なものとなる。 このような祭 りは、今 日の経済状況の中ではどのよ うな変容

を迫 られるのであろ うか。地元市民のための祭 りとして復権 させ る必要があるとすれば、

そのためにはどの ような仕組みが今後必要となるのであろ うか。

五所川原市の立佞武多 は、｢観 光資源創造｣の ために行政主導型で｢作 られた｣祭 りで

ある。

祭 りを中心に、市街地のインフラを整えるほどまでに、祭 り中心の都市経営モデルを構築

した と言っても過言ではない。その効果は確かに一時的に現れ てはいるが、現在は頭打ち

であるとい う。 都市経営 としての｢祭 り｣を 考えた場合、経済的ない し社会的収支が釣

り合わないままでは、その祭 りは継続 し得ない。その点をどのように考 えていくのかが課

題 となろ う。

弘前市のねぶた祭 りは当初から地元市民の祭 りであ り、今 もそれは変わっていない。青

森ねぶた祭 りと共にツアーの観光客を集 めた時期 もあるが、現在は上記二っ と比べてかな
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りその数は減少 しているとい う。 しか しながら、そこに 晴 報化｣と い う視点を持 ち込む

ことにより、新たな祭 りの｢楽 しみ方｣を 示唆 している。それは、従来のツアー客や一度

限 りの観光客を対象 としたものよ り、地元の市民や個人で楽 しむ観光客、あるいは本 当に

ねぶた好 きの リピーターのための情報提供である。つまり、祭 りの｢意 味｣を 一元的かつ

一方的な観光晴報の押 し付けではなく、多様性 をもつ ものにして個人で利用 してもらお う

とす る試みであるとも理解できる。 このような方向性は、今後、ほかの祭 りのあ り方に何

らかの展開をもた らしうるものであると考えられる。

祭 りの本来の意味は、宗教上の祭祀や農事の節 目の祭礼などを起源 とするものであった。

それは、共同体の人々にとって｢ハ レ｣の 日であ り、 日頃の苦労を忘れて共に楽 しみ、特

別なことを許される日でもあった。上記で紹介 した三つの祭 りは、祭 りとい う名称は与え

られているが、そのような神事や農事 との直接的なかかわ りは薄れ、共同体の祭 りの意味

をはず されて、｢イベ ン ト｣と して｢観 光資源｣と い う意味合いを持っこととなった。われ

われが当初｢都市経営のビジネスモデル｣と して祭 りを位置づけたのは、このようなイベ ン

トとしての祭 りの効果を強調 してのことであった。 この調査では、企業 とのかかわ りや管

理運営体制、ネ ッ トワーク化の試みなどを通 じて、そのような都市経営のビジネスモデル

の一端 を示すことはできたのではないかと思 う。

しか しなが ら、人々が｢祭 り｣と してそこに集い共に祝い、歌って踊 り、われを忘れて

楽 しむ、そこには古来か ら連綿 と続 いてきた地域の文化的エネルギーが息づいているよう

に思われる。それがなければ、おそ らく全国各地か ら多 くの観光客を集め、多大な経済効

果 を継続的にもた らすことな どおそ らく不可能であると思われ る。そのような、文化的エ

ネルギーの場 としての祭 りの意味 と、上記のような経済的な資源 としての祭 りの意味の双

方 を踏 まえ、 さらにこれ らを総合的に検討 して、新たな意味での｢都 市経営のビジネスモ

デル｣を 提案する必要があるように思われる。 これ らを今後の課題としていきたい。
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塾
三都市のねぶた

(左)青 森ね ぶた

(左 下)弘 前ね ぶた

(右 下)五 所 川原立倭 武 多

写真2.ス ポ ン サ ーシップ の表現形態

会社 ロゴや会社名を法被 、提灯、ねぶたの

下部等に表示
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祭 りの経済効果一競争と協調一

竹 内惠 行

大阪大学

2007年 度研究調査概要

大きな観光資源 ともなっている各地の祭 りの実地調査 を行 うことで、経済効果の分析の方

向性 を探 った。まず、青森ねぶたについては、ねぶたの運行の実地調査を行 うとともに、

(1)運 行団体の責任的役割を担っている人物より、当該企業が運行 に関わった経緯お よ

び企業における｢ね ぶた｣の 位置付け、さらには現在の問題点や課題について。(2)主 催

者である青森観光コンベンシ ョン協会の役員等 より｢ね ぶた｣運 営に関す る話 について、

(3)ね ぶた師より、｢ねぶた｣製 作に関する話、および運行団体 との関係 について、聞き

取 り調査を行った。次いで、五所川原立佞武多 については、製作展示資料館である立俵武

多の館の視察を行 うとともに、(4)主 催者および関係者から、立佞武多 復活の経緯、およ

び運営に関する取 り組みについて、(5)ね ぶた師(市 役所職員)よ り、立佞武多 製作に関

する話お よび後継者育成について、聞き取 り調査を行った。加 えて、立佞武多 の実地調査

を行った。また、青森市他の現地に於いて、運行団体の記念誌および地元紙の記事による

関係1青報の収集を行った。

次いで、阿波踊 りについては、祭 り期間中、徳島市内の各演舞場における連の運行状況の

実地調査を行い、企業連の祭 りにおけるプ レゼンスの実態や企業連 と有名連の関係の把握

に努めた。 さらに周辺地域の｢阿 波踊 り｣と の比較 を行 うため、徳島県つるぎ町の阿波踊

りの実地調査を行った。また現地に於いて、連団体や有名連の記念誌 といった限定配布資

料による、参加経緯や組織運営に関する情報収集を行った。さらに、高知｢よ さこい祭 り｣

の他地域への伝播ケースとして、表参道スーパーよさこいの実地調査を行った。

2008年 度研究調査概要

前年度に続き、｢青森ねぶた｣お よび｢弘 前ねぶた｣運 行の実地調査を行った。また、｢青

森ねぶた｣の 運行位置推測モデルのプロ トタイプを作成 し、｢青森ねぶた｣の 運行管理の現

場を視察す るとともに、プロ トタイプのテス トを行った。また｢弘 前ねぶた｣の 運行位置

情報システム｢ね ぶたが り屋｣の 企画 ・開発者にインタビューを行い、企画 ・開発の経緯

などの聞き取 り調査を行った。 さらに、その運営を行っている弘前商工会議所の関係者 に

インタビューを行い、｢弘前ねぶた｣に 対する運行団体、市、商工会議所の取 り組み等につ

いての聞き取 り調査を行 うとともに、現地において、弘前ねぶたの歴史や運行団体等に関

する資料を収集 した。

さらに、これまでの研究成果の一部 を2008年9月 にサ レン ト大学(イ タリア、レッチェ市)

で開催 されたヨーロッパ 日本研究協会第12回 国際会議で発表 した。(次ページ以下参照)
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A Study on the Factors of Economic Success of Matsuri Festivals and Events'

         Yoshiyuki Takeuchi 

(Graduate School of Economics, Osaka Univ.)

March 22, 2009

1. Motivation 

 Traditionally, festivals have been studied and analyzed from cultural and sociological 

viewpoints. However, some huge festivals which collect millions of visitors affect 

considerable impacts on local economy. Recently, in Japan, some local governments 

tend to promote festivals and events as a city-management policy to seek economical 

benefits. 

 Then, we cannot ignore economical aspects of festivals to study these. In this study, 

we analyze some famous matsuri festivals in Japan from economical viewpoint. 

2. Matsuri Festival from economical viewpoint 

 From economical viewpoint, festivals provides situation of huge consumption. We 

can explain this phenomena by the concept of  'Hare' (i.e. not mundane). The festival is 

one of key situations consisting  'Hare'.  'Hare' stimulates consumptions with two 

routes; matsuri itself and matsuri participants. 

 For Matsuri itself, consumptions are made by luxurious floats and luxurious costume. 

These luxurious matsuri induces high operating expenses. For participants (including 

tourists), they are willing to pay much expenses for clothes, eat and drink. 

 Huge consumption is a remarkable feature of the City-type festival. As the city 

grows, it becomes to have more economic power. Then, festivals in the city becomes 

bigger and bigger. These festivals sustains by huge populations of the city, that is to 

say, they collect more participants and viewing peoples in and around the city. In 

addition, big economic power of the city makes floats of the festival be big and be 

luxurious. Supports of the float and the festival by winners of business accelerate such 

movement because being big and luxurious is the symbol of success. Thus, the 

city-type festival turns out playing a role of competition among towns (districts) and

1 This note was prepared for the presentation at 12th EAJS International Conference 

(September 22, 2008 at Lecce, Italy).
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businessmen. 

 At this stage, the festival faces to big change; from festivals to participate to festivals 

to sightsee.

3. Economic Effects of Matsuri Festivals 

 Economic effects of matsuri festivals are classified into two; direct effects and 

spillover effects. 

(1) direct effects 

 There are two sources which have effects directly on the economy; operating expenses 

of matsuri festivals and consumption expenditure by tourists and residents. Operating 

expenses of matsuri festivals consists of two parts. One part is direct operating 

expenses of matsuri festivals. Most of famous big festivals have been spending over 

100 million JPY (i.e. 0.6 million Euro) respectively only on their direct operation. In 

particular, the Aomori Nebuta festival and the Awa Odori festival has been spending 

200 million JPY or more (see Table 1).

Table 1. Direct  operating costs of famous  big festivals

Festival1UlfeUlULM

DUI2iZiUMJI

Matsuri FestivalIDirectoperating costs 
2007 Aomori Nebuta210mJPY  (1.31m Euro)
2006 Awa odori: 270m JPY (1.68m Euro)
Akita Kanto: over100mJPY (0.6m Euro) 
Yosakoi72mJPY (0.45m Euro)

over-1uurn

,riff).11

 Inspecting in details, main expenditures are those for box seats (set-up and removal) 

and for security. Table 2 shows the account of Aomori Nebuta festival 2007. Box seats 

sales account for approximately three fourth of total income, whereas expenditures for 

box seats and security account for one third of total expenditure.

Table 2. Account of Aomori Nebuta Festival 2007

0Z1111mIncome:21 JPY  (1.31m Euro)
Gov.Subsidiary, participation fee: 44m JPY  (21%)
Box seats sales etc.: 156mJPY (74%)ern•hfil

nuractunnonouse:

Expenditure: 210m JPY 
Temporary manufacturinghouse:35m JPY (17%)
Promoting Subsidiary to manufacturer: 21m JPY (10%)
Relating Box seats:54m JPY (26%)
For Securities. 15m JPY ( 7%)

sats:

,.
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 Another part is expenses by matsuri participants, i.e. expenses of making appliances 

(ex. floats) and of making costume and dress. It should be note that making and 

maintaining floats which are used in the festivals needs much money. Luxurious floats 

are very costly. For example, to manufacture a Nebuta float approximately 10 to 20 

million JPY is needed. Therefore, supports by the local community or companies are 

necessary. In most cases, supports have a form of  'company sponsored team.' 

 For dancing style matsuri festivals, expenditures for participation, costume and 

hair/face makeup are not negligible amount. In Yosakoi (Kochi) case, a dancer spends 

15,000 to 35,000 JPY per year for participation fee and dancing costume. In addition, a 

woman dancer requires approximately 8,000 JPY per day for hair and face makeup. 

The number of dancer in Yosakoi is over ten thousands in these years, then 

participating dancers total expense is expected to 300 million JPY at least. 

 Consumption expenditure by tourists and residents, such as food and drink, 

transportation, and lodging, also has made considerable effects on local economy.

(2) spill-over effects 

 Consumption (i.e. expenditures) on matsuri festivals triggers spill-over effects to 

other industry or sectors. Table 3 shows estimation results on economic impacts of 

matsuri to local economy by an institution and a bank. Roughly speaking, spill-over 

effect to local economy is almost same as direct effect.

Table 3. Estimation of economic effects on Matsuri festivals

touristIuiretrrect

99m17CIF%IPY

Matsuri FestivaltouristDirecteffectSpill—overTotal Effect
Sapporo Snow Festival2.2m17.9bJPY13.8b JPY 31.6b JPY

(by HIFA, 2005) 
Tohoku big 6 Festivals 8.81m142.6bJPY171.8b JPY 313.4b JPY

(by Shogin Future—sight Inst.,2007)
Tourist  Expenditure  only

tiImI14VtrnJF'Y

UU /)

4. Creation of Matsuri festival as resources for tourism 

 As we have seen in previous section, some big matsuri festivals have economic effect 

of tens of billions JPY or more. Then, some local governments and business 

association, such as chambers of commerce, have been creating a new matsrui festival 

as resources for tourism mainly for seeking economical benefits. Most of such matsuri 

festivals have a feature that they have no religious background. Therefore, those 

matsrui festivals have a event-like style. Yosakoi festival at Kochi is a good example; it

3
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is created by Kochi chamber of commerce just after WWII. 

 No-religious background of such matsuri festivals have a advantage for adopting 

and/or mimic. Then, Awa Odori and Yosakoi have been widely spreading to all over 

JAPAN. Some of these mimic matsuri festivals have grown up to collect millions of 

people.

Picture 1. Aomori Nebuta 2008 (the float of Ni-aumi Toshiba team

Picture 2. Yosakoi Dancina Team "Truck" in Haraiuku  Super Yosakoi 2008

4
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 To become a good resource of tourism, matsuri festivals have to be attractive for 

collecting repeat-tourists. The ways of collecting them are fourfold. The first is 

renewal of appliance, dance in the matsuri festivals. For example, in Aomori Nebuta 

festival every team manufactures new float every year. In Yosakoi at Kochi and its 

mimicries, every team launches and appeals new dance, music, and costume every year 

to win the contest. The second is anticipation of happening in them; a crash happening 

of float speed race in Kishiwada Danjiri is a good example. The third is to give 

tourists feeling to become the matsuri-city residents. Around Kyoto-city residents, 

hundreds thousand peoples, enjoy the Gyion festival and pre-festival night. The fourth 

is to give tourist a chance to join festivals. Awa Odori, Yosakoi, and some dancing type 

festivals provide a short tour to join dancing for tourists.

5. Barriers for collecting tourists 

 Even though festivals are able to attract tourists' interest, there is a problem to make 

them be actual tourists. That is the limitation caused by the capacity of the city. 

Dislike attractive sightseeing places such as landmarks, tourists for visiting a festival 

are quite temporally, i.e. very short visiting period (a few days or a week). Thus, 

building infrastructures such as transportation and loading for them is nonsense 

because it causes over-investment. (Suppose over a million of peoples visit one place 

within a week.) Then, most of big festivals are held in big cities, such as prefectural 

capital or industrial city where over 300 thousand peoples are live. (See Table 4 and 5)

Table 4. Matsuri holdina Cities and Their  Population

Local cities

 Population

 Gosho-gawara  62,: 62,303

Hirosaki 184,393

Prefectural Capitals

 lAomori 308,204

 Akita 327,532

Tokushima 265,342

 Kochi 345,420

 One case for overcoming such a limitation is co-opetition  (= collaboration + 

competition) of matsuri festivals held in Tohoku area. Traditionally, these festivals

5
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have been held in early August. They have adjusted opening days to collect tourists 

jointly. Picture 3 shows big matsuri festivals and their locations, opening days, and the 

number of visitors. By adjusting opening days, tourists can visit several matsuri 

festivals with one tour. In addition, many travel agencies can provide bullet travel 

tours named  `Tohoku Big-n Matsuri Tour' and they have been made considerable 

economic effects. 

                 Table 5. City-type festivals as resources  for tourism

Festival date
# of Tourists

 2008  (Mil.)

Gyion festival (Kyoto) July 14-17 1.01

Hirosaki Neputa festival (Hirosaki) August 1-7 1.69

Aomori Nebuta festival (Aomori) August 2-8 3.19

Akita Kanto festival (Akita) August 3-6 1.34

Yosakoi festival (Kochi) August 10-12 Approx. 1.20

Awa-odori festival (Tokushima) August 12-15 1.33

Danjiri festival (Kishiwada) Sept. 14-15 0.59

Picture 3.  Big Matsuri in Tohoku held in  August

Indicates Important Intangible Folk Culture Property

(重要無形民俗文化財)
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6. Conclusion 

 As mentioned in the previous section, the co-opetition policy has been making a 

certain outcome to collect tourists. However, the limitation of capacity for tourists, in 

particular shortage of lodging, makes the the matsuri festival area miss a chance to 

have economical effects. Table 6 presents 116 guided  Tig-n Matsuri Tour in Tohoku' 

from Tokyo area operated by top-3 travel agencies (JTB, KNT, Nihon-Ryoko) in 2008. 

From this table, Aomori Nebuta festival is most popular and almost all tours are 

visiting Aomori-city. However, 25% of tours stay out of Aomori Prefecture after 

sightseeing the festival because lodging inside Aomori-city is quite difficult and 

expensive due to shortage of loading.

Table 6. 116 Guided Tours from Tokyo Area by  Top-3 Travel Aaencies

Visited Festival Fraction Lodging Area after visited Aomori Nebuta

Aomori Nebuta 97.80% prefecture number fraction

Aomori Nebuta sea parade  20.40% Aomori 86 74.10%

Hirosaki Neputa 5.20%  Iwate 18  15.50%

Gosho-gawara Tachi-Neputa 9.60% Akita 11 9.50%

Akita Kanto 65.20% Hokkaido 1 0.90%

Yamagata Hanagasa 15.70%

Sendai Tanabata 62.20%

Picture 4. The  lodging  places in Aomori Prefecture and  arrival times

Scheduled Arrive time

at the lodge

 Before  22:00 17.8%

 22:00  to  22:30 7.5%

 22:30  to  23:00 24.8%

23:00 to 23:30  35.5%

 23:30  to  24:00  13.1%

 After  24:00 2.3%

7
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 Picture 4 shows lodging places of these tours inside Aomori Prefecture. The lodging 

places scattered all over Aomori Prefecture and it takes much time to arrive. About 

75% of tours arrive at the lodging place after  22:30 even though Aomori Nebuta festival 

ends at  21:00. Tourists of such tours would be quite tired to arrive at the lodge and 

such phenomena would reduce an attraction of the festival. 

 To collect tourists constantly and to enjoy economical effects of the festival, the 

organizer of the festival has to be aware of the balance between the capacity and visitors, 

Or the (local) area of a festival may lose economic benefits even though that festival 

collects millions of tourists.

8
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企 業 と祭 り

一 阿波 お ど り1)と 高知 よさこい祭 りを事例 に一

出 口 竜 也

和歌山大学

はじめに

戦後、多くの地域が活性化、あるいは観光の有力な手段 として祭 りに注 目し、活用 しよ

うとしてきた。その際、広告宣伝、社員の一体感の醸成、あるいは社会貢献の一環 として

企業が地域の祭 りに参画するケースを多 く確認することができる。筆者がかつて赴任 して

いた四国地域においても四県がそれぞれに夏祭 りを開催 してお り、それぞれの祭 りにおい

て地域の企業の協賛はもはや欠かせないもの となっている。なかでも、徳島の阿波お どり

と高知のよさこい祭 りは全国か ら見物客はもちろんのこと、多 くの参加者を動員する祭 り

となっている。また、県内の枠を飛び越え、多くの地域でイベン トとして実施 され、定着

するようになっている。特に、近年のよさこい祭 りの急速な全国展開にはめざましいもの

があり、踊 りを通 じた地域交流がなされるまでに進展 している。

こうした地域を超えたイベン トとしての祭 りの構造の移転は、全国的に見て も他に類例

を見ないものである。なぜ、阿波お どりとよさこい祭 りだけが全国に、時には海外にまで

｢飛び火｣す る勢いで拡大するのか。そ して、これ らの祭 りに企業が どのようなかたちで

参画するのか。本稿では、こ うした点を中心に議論を進めていきたい。

1.四 国四大祭 り

まず、四国における阿波お どり、よさこい祭 りの位置づけを確認 してみよう。東北三大

祭 り、あるいは四大祭 りとい う呼称があるように、四国には｢四 国四大祭 り｣と い う呼称

のもと、四国四県の各県庁所在地における夏祭 りが並び称 される場合がある。それは下記

の通 りである。

(1)徳 島県徳島市の｢阿 波お どり｣

毎年、8月12日 か ら15日 にかけて開催 される。4か 所の有料演舞場 と3か 所の無料

演舞場で延べ1,000に 及ぶ連(踊 りのグループ)が 踊 り、4日 間で約130万 人の観客

を動員する(詳 細は後述)。

(2)香 川県高松市の｢さ ぬき高松まつ り｣

毎年、8月12日 から14日 にかけて開催 され る。昭和26(1951)年7月 に開催

された｢高 松港まつ り｣(漁 船パ レー ド・遠泳大会 ・納涼花火大会を実施 後に商工港まっ
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りと改称)と 、昭和22年 頃 か ら屋 島山上 で実施 されていた｢盆 踊 り大会｣の 合 同に よ り

昭和39(1964)年 に第1回 が開催 され た。以後 、 昭和49(1974)年 と平成6

年(1994)の 渇水 による中止 をのぞ き毎年開催 され ている。f高 松お どり｣や｢さ ぬき

踊 り｣に よる｢総 踊 り｣の ほか、有名人 ライブ、ゆかたシ ョー、ヘ ア ファ ッシ ョンシ ョー、

うど リン ピックな どのイベ ン トが開催 され る。3日 間の観 客動員数 は公称約62万 人。

(3)愛 媛県松山市の｢松 山まつ り｣

毎年、8月11日 か ら3日 にかけて開催 される。昭和41(1966)年 に第1回 が開

催 された｢松 山お どり｣と 呼ばれた。当初は能の舞いをヒン トに考案 されたマ ンボ調の｢伊

予の松山鼓踊 り｣が 踊 られていたが、昭和45(1970)年 に｢野 球拳おどり｣に 変わ り、

平成元(1989)年 からは｢野 球サンバ｣(作 曲 ・ダン池田)も加わ り、本場ブラジルか

らのサンバチームも参加 す るようになった。コンサー トや花火大会などのイベン トも同時

に開催 される。3日 間の観客動員数は公称約60万 人である。

(4)高 知県高知市の｢よ さこい祭 り｣

毎年、8月9日 か ら12日 かけて開催 される。高知商工会議所が中心とな り、戦後復興

が一段落 した昭和29(1954)年 に、市民の健康 と繁栄を祈願 し、夏枯れの商店街振

興を促すため第1回 が開催 された。その際、徳島の阿波踊 りを参考に｢よ さこい鳴子踊 り｣

が考案。時期 も阿波踊 りの直前 とした。4日 間の観客動員数は公称130万 人である。

以上が、｢四国四大祭 り｣の 概要である。これ らの祭 りの関係は下記のようにまとめるこ

とができる。

第一に、｢四国四大祭 り｣は戦後成立 したものであるとい う点である。さぬき高松まつ り、

松山まつ り、高知よさこい祭 りは、それぞれ徳島市の阿波おどりを参考に、商店街の振興

を目的として商工会議所が音頭をとり、そ こに自治体が協力す ることで成立 している点が

指摘 される。また、阿波お どり自体 も祭 りを通 じた商店街の振興が主たる目的を形成 して

いる。その意味で、いずれも祭 りも企業が深 くかかわっていることは明 らかである。

第二に指摘 されるのが、いずれの祭 りも踊 りを中心 とした構成になっているとい う点で

ある。 これは、阿波お どりが参考に祭 りがつ くられた影響である。それぞれの祭 りにおい

て、｢連｣と 呼ばれる踊 りのグループが結成 され、参加する。連はさまざまな組織が主体と

なって結成 され るが、なかでも地域の企業が主体になって結成 される｢企 業連｣の 存在は

いずれ も祭 りにおいても大きな役割を果たす と同時に存在感 を示 している。ただ し、青森

のねぶたや仙台の七夕のような装置 を使った東北の夏祭 りと比較すると、祭 りそのものの

性格 としては多様 性に乏 しいことは否定できない。

第三に指摘され るのが、四国の地域特 性である。地名が示す通 り、四国は｢四 つの国｣
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であ り、島内の不便な交通事 晴も相まって、昔から地域内の交流が希薄である。 したがっ

て、｢東北三大祭 り｣あ るいは｢四 大祭 り｣の よ うな地域間連携 による観光振興はあまり意

識 されてお らず、｢四国四大祭 り｣と い う呼称はそれを言いた香川、愛媛でのみ使用 されて

お り、徳島、高知ではこうした言い方がなされることはほぼない。また、徳島では他の3

件の夏祭 りについてマスコミを通 じて知る機会は、近年の高知よさこい祭 りの盛況の様 子

以外にはほぼない。高知においても同様であり、阿波お どりを強く意識 し、あえて時期を

前にず らして開催することで阿波お どりの観客を先ん じて獲得す ることが目指 されている

が、香川、愛媛を意識することはほぼないよ うである。また、香川、愛媛においてもお盆

休みにおける地域の祭 りとしての作 りこみが優先 されてお り、他県か らの観光客の動員は

あま り期待 されていないようである。この点においても、開催時期 を他地域と微妙にず ら

しつつ も重ね合わせ、 自身の祭 りに独 自性 を持たせることで観客の奪い合いを行 っている

東北の夏祭 りとは対照的である。

そ して、第四に指摘され るのが、祭 りの知名度が二極化 している点である。 さぬき高松

まつ りと松山まつ りと比較 して阿波お どり、高知よさこい祭 りの全国的な知名度の高 さは

衆 目の一致するところであろ う。つま り、メジャー(徳 島、高知)と マイナー(香 川、愛

媛)の 構図が明確なものとなっているのである。

以上、｢四国四大祭 り｣は 、別格の阿波お どりを参考に他県が戦後新たに創作することで

できあがったものであることが明 らか となった。それは、地域振興 としての祭 りに有効1生

を阿波お どりが早い時期から示 していたことに由来するものである。 しか し、追随する3

つの祭 りの うち、高知よさこい祭 りのみが1990年 代をターニングポイン トとして急速

に台頭 し、いまや阿波お どりをしのぐ勢いで国内はもちろん、海外にも展開され るように

なっていることは注 目すべき動きである。なぜ、高知のよさこい祭 りだけが全国的に知 ら

れ、かっ全国的に普及するに至ったのか。にもかかわらず、徳島においてはよさこい祭 り

の普及はほとんど見 られない。なぜなのか。次に、阿波お どりとよさこい祭 りに焦点を絞

り、それぞれの祭 りについて検討するとともに、両者の関係について考察 していきたい。

2.徳 島の阿波踊 り

阿波踊 りには、築城起源説、風流踊 り説、盆踊 り起源説、など複数の起源に関する説が

提起 されているが、現在では徳島県内の多 くの地域において地元の｢盆 踊 り｣と しての位

置づけを与えられお り、地域の一大イベ ン トして時期を少 しずつず らして開催 されている

(表1参 照)。その規模は大小さまざまであるが、最も規模が大きいのが徳島市で開催 され

る｢阿 波おどり｣で あ り、毎年の開催 日にはマスコミを通 じて全国にその様子が報道 され

てお り、 日本の季節の風物詩 としてすっか り定着 している。また、昭和30年 代以降には

県外各地にも商店街振興等を主な 目的 として開催 され るようになっている(表2参 照)。
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その多くは徳島県出身者が主体 となって普及 と定着 させたものか、もしくは阿波踊 りの客

寄せ効果に注 目して徳島県出身者に依頼 して連の結成 と参加 を促 したものであり、ここで

も地域を超 えて相互に参加 しあ うことによる連の交流がはか られている。

表1徳 島県内の｢阿 波踊 り｣の 開催 日程

二 開働 日程

i小松島市
…

7月21日

i阿南市
7月23日 ～24日

1鳴門市 8月9日 ～11日

徳島市 8月12日 ～15日

∫

旧脇町 8月13日 ～14日

旧鴨島町 8月14日 ～16日

一 …'

旧池田町
i 阿4日 一・6日

旧貞光町 … 解 ・6日
"…'榊

ここでは、徳島市の｢阿 波お どり｣を 例にとり、企業の参画について考察 してみるこ

とにしよう。企業が｢阿 波お どり｣に 参画する理 由とかたちは実にさまざまであるが、代

表的なものを以下にあげてみたい。

表2徳 島県外の主な｢阿 波踊 り｣の 開催 日程

開催地

日程

大和市(神 奈川県) 7月 下旬 の金 ・土 ・日開催(32回)

南越谷市(埼 玉県) 8月20日 以降 の金 ・土 ・日開催(24回)

高円寺 棟京都) 8月 下旬 の金 ・土 ・日開催(52回)

大塚(東 京都) 8月 下旬に2日 間開催(36回)

川崎（ 奈川県)!・ ・肋 第辻 口星日(23回)
韮

(1)な ぜ、企業は｢阿 波お どり｣に 参画す るのか

企業が｢阿 波お どり｣に 参画する第一の理由は、何よ りも広告宣伝のためである。｢阿波

おどり｣は 、 日本でもっとも有名な｢盆 踊 り｣で あ り、4日 間で全国から約130万 人の

観客を動員す る祭 りであり、その広告宣伝効果は極めて大きい。特に初 日である8月12

198



日はマスコミが全国ニュースで報道す ることか ら、4日 間で最 も多 くの｢企 業連｣が 参加

するといわれている。

第二の理由が、従業員の慰安である。もともと、企業連は職場連 と呼ばれてお り、職場

の気の合 う仲間が慰安を兼ねて連 を結成 し参加することに対 して、福利厚生の意味を込め

て企業が経済的な補助をしていたとい う経緯を持っている。

第三の理由が、祭 りへの参加 による従業員の一体感の醸成である。踊 りを通 じて職場の

まとま りが良 くなるのであれば、企業側にとっては好都合であるとは言 うまでもないこと

であろ う。

第四の理由が、地域貢献である。年に一度の地域の大きな祭 りに人もお金も出 し、参加

することで盛 り上げることは 日頃の愛顧に対するお礼の意味が込められている。

第五の理由が、経営者 によるアイデンティティの確認である。 これは地元 ・徳島に本社

を置 く企業の経営に特に当てはまる理由である。徳島の経営者にとって、阿波おどりに自

社の連が参加できるということは、ビジネスが うまくいっていることの何よ りの証であり、

阿波お どりに連を出すために頑張るとい う話を聞くほどである。

そのことと関連 して第六に指摘される理由が、阿波お どりを通 じた威信の表明である。

徳島県民にとって、阿波お どりは世界に誇るべき祭 りであ り、後に詳述するように企業に

はそれ相応の参画が暗黙の うちに要請 されている。格 に応 じた参画がなされているどうか

を評価 されていると言い換えることができるかもしれない。た とえば、連の規模、踊 りや

鳴 り物の優劣、タレン トの動員の有無、はっぴやゆかたのデザイン、参加 日数など、前年

と比べて今年はどうなのか。 目の肥えた観客はこうした比較をもって当該企業の阿波おど

りに対する意識や、事業の盛衰の姿を見て とっているのである。

(2)多 様な参画のかたち

では、具体的に企業は阿波お どりに対 して どのような参画を試みるのであろ うか。その

かたちは企業の規模 、業種、あるいは阿波お どりに対する考え方によって実にさまざまで

ある。

まず、何よりも｢連｣の 結成 と参加があげられる。阿波お どりに参加する連は、いずれ

もカラフルで多様なデザインのはっぴやゆかたを着用する。企業連は、ロゴマークやブラ

ン ド名が入った服装に身をまとうことになる。派手な色 ・デザインのはっぴやゆかたを毎

年新調する企業、伝統的で落ち着いた色調の服装を毎年着続ける企業、踊 りの うまさで勝

負する企業、自前の鳴 り物にこだわる企業等、単に連を参加 させるだけではな く、その姿

勢自体にも企業の個性を うかがい知ることができる。祭 り期間中は休みである製造業とは

異な り、小売、サー ビス、銀行、運輸関係など、祭 り期間中も営業を続けている企業の連

の参加は、連員の調達にどこも苦心 してお り、参加するだけでも、地域に対する貢献意識

と企業 としての威信を見る思いである。
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第二に、｢タ レン ト｣の動員があげられる。日本の どの祭 りに比較 しても、阿波お どりほ

どタレン トの動員が盛んな祭 りはないといってもよいほど、多 くの企業連がタレン トを動

員 し、いわゆる｢タ レン ト連｣を 結成する。 自社のイメージキャラクターを招 くケースが

多 く、た とえばNTTド コモ四国は高橋英樹(写 真1参 照)を 、大塚グループの大村昆夫

妻(写 真2参 照)を 、サンスターは三田村邦彦が登場するのが恒例である。彼 らの多 くが

阿波踊 りの魅力にとりつかれ、 リピーター と

してやって来るようになる。彼 らは演舞場で

マイクを持た され、異口同音に徳島と阿波踊

りの魅力を語るのが定番 となってお り、地元

民にとっては徳島で生まれ育った ことを、観

光客にとっては阿波お どりを見に来た事を心

の底か らよかった と思える瞬間を提供するこ

とになる。

写真1NTTド コモ四国連で踊る高橋英樹

第三に、｢連員｣の 一般公募があげられる。大規模な連を結成するために、多数の連員の

調達が必要であ り、家族や親戚縁者を頼って調達することが多い と聞くが、なかには地元

の徳島新聞の広告を介 して一般連員の募集 を行 う企業も見 られる。新聞で公募、抽選の結

果、当選者の名前 と顔写真を新聞に掲載 し、何回かの練習を経て、当日は動員 したタ レン

トとの記念撮影後に演舞場で踊るのが、一般公募のプ ロセスである。非常に手間のかかる

作業だが広告宣伝、地域貢献、そ して不足 しがちな連員を確保するための有効な手段 とし

て活用されている。

写真2大 塚製薬グルーフ連 で踊る大村昆夫妻 写真3女 性による男踊 り
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第四に、｢阿波踊 り教室｣の 開催があげられる。

地元の有力な祭 りとはいえ、近年は若い人を

中心に｢踊 り離れ｣が 深刻な状況 となってい

る。なぜなら、多 くの連が年間を通 じた練習

を課すことから、自由時間を欲する若い世代

が踊 りへの参加を忌避する傾向が見 られ るか

らである。 こうした傾向に歯止めをかけるべ

く、サンスターは新聞で阿波踊 り教室に参加

する子供を募集 し、踊 り手の地道な養成に貢

献 していることは注 目すべき動きである。

第五に、｢嘘子方教室｣の 開催があげられる。

阿波踊 りにとって、踊 り手以上に嘘子方の養

成は深刻な問題 となっている。比較的熟達の

写真4有 名連による総踊 り(南内町演舞場)

速い鉦や太鼓はまだしも、笛や三味線は熟練を要 し、短期間で要請できるものではない。

地元の和楽器店はこうした状況に鑑み、囃子方教室の開催によって次世代の人材育成を行

っている。

第六に、｢関連イベン ト｣の 開催があげられる。先述のように、企業は阿波おどりに対 し

て相応の貢献が要請 されている。地元徳島の有力企業である、大塚製薬グループは、こう

した要請にこたえ、祭 り期間中に2度 にわたって大規模な音楽イベン トを無料で開催する

ことで祭 りに彩 りを添えている。また、祭 り期間中は客引きがはばかれがちなパチンコ関

連の地元グノレープ企業は、あえて阿波踊 り期間を外すかたちで民謡コンテス トを開催 し、

その告知をあえて阿波お どり期間を中心に行っているのも注 目される動きである。

第七に、｢無料演舞場｣の 設営 と解放があげられる。4つ の有料演舞場 と3っ の無料演舞

場があるとはいえ、多くの連が過 ごすほとん どの時間は、実は出番待ちである。なぜな ら、

四 日間で延べ1,000に ものぼる連をさばくには演舞場のキャパシティは小 さいか らで

ある。また、演舞場で席に陣取ることができる観客は一部に限 られて降 り、大部分の観客

は立ち見を余儀なくされる。こ うしたもっと踊 りたい、あるいは踊 りを見てほしい連 とじ

っくりと踊 りを見物 したし観 客の双方のニーズを満たすべ く、中心部に敷地を持つ商店や

企業は私設の演舞場を設営 し、開放するとい う動きを市内各所で観察することができる。

特に、四国電 力が解説する無料演舞場では、いわゆる協会加盟の｢有 名連｣を 中心 とした

踊 り自慢の連を招待 した独 自のプログラムが組まれてお り、有料演舞場 よりも近距離で、

しかも中身の濃い内容で観覧できることが地元を中心に評判をとっている。

第八に、｢阿波おどり｣に ちなんだ新聞広告の掲載があげられる。徳島市の阿波お どりは

徳島市観光協会 と徳島新聞社が主催 してお り、事実上の主催は徳島新聞社であることから、

阿波踊 りにちなんだ新聞記事や広告が他地域の新聞社が地元の祭 りを取 り上げる場合 と比
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較 して非常に多いのが特徴である。新聞を通 じた連員の一般公募や、タレン ト連が登場す

る 日時と演舞場の告知記事、タレン トを動員する企業のユニークなデザインの広告、実際

に踊ったタ レン トの写真や感想にかかわる記事、そ して阿波お どりを見物に来た大手企業

の役員の好意的なコメン トをつづった記事など、自社が主催する祭 りをこれでもか と言わ

んばか りに記事や広告を通 じて盛 り上げようとしている。 これは他地域にはなレ傾 向であ

ると強 く指摘す ることができる。

第九に、市街地 での｢お 接待｣で ある。 この時期、地元の商店などを中心に冷たい飲み

物やお しぼ り、軽 食をふるま うテン トやブースがあちこちで臨時開設 される。いわゆる当

地におけるお遍路の｢お 接待｣の｢阿 波おどり版｣で ある。連を出すことはできないかわ

りに、踊 り手のお接待をす ることで祭 りに参画 しよ うとい う意識の表れ として理解す るこ

とができそ うである。

3.高 知 よさこい祭 り

先述のよ うに、高知 よさこい祭 りは、昭和29(1954)年 に高知商工会議所の有志

が経済復興の足がか りとして企画 され、県や市の賛同を得ることによって誕生 した祭 りで

ある。祭 りの中心を担 う｢よ さこい鳴子踊 り｣は 、徳 島の阿波踊 りを参考に地元の作曲家

である武政英策氏が楽曲とともに発案 し、昭和25(1950)年 の南国高知産業大博覧

会で初めて披露 された ものである。阿波踊 り同様にパ レー ド形式で披露 され るように作 ら

れてお り、日本舞踊を踏襲 した盆踊 りスタイルの踊 りとゆかたに鳥追い笠のスタイルを

正調 としたが、武政氏が 自身の楽曲の自由なアレンジを許 したため、その後 さまざまなバ

リエーシ ョンの楽曲を許す とともに、服装 も多様化 し、現在に至っている。

よさこい祭 りの基本は自由さにある。しか し、祭 りのパンフレットやガイ ドブックには、

下記に示 される要素だけは守 らなければならない とされている。4つ の場 合と5つ の場合

があるが、ここでは5つ の要素 として紹介 される場 合で説明す る。

(1)衣 装

第一の要素は｢衣 装｣で ある。 ここでい う衣装とは揃いであるとい う意味ではなく、あ

くまでも衣装を着けていなければならない(つ ま り、裸でなければどのような衣装でも自

由。お揃いの衣装である必要もない)と い う意味で解釈 され るが、多くの連ではさまざま

な趣向を凝 らした衣装 とメーク(お おむね派手め)に よる統一感が意識 される。

(2)音 楽

第二の要素が｢音 楽｣で ある。各連は｢よ さこい鳴子踊 り｣の フレーズを含んだ音楽を

用意 しなければな らない。ただし、フレーズさえ含んでいれば、どのような曲調でも、ま

たどのような歌詞を付けた してもかまわないため、ア レンジの仕方が作曲家の腕の見せ ど
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ころであり、衣装 とともに連 自体のイメージを大きく決めるアイテムとなる。

(3)踊 り

第三の要素が｢踊 り｣で ある。 この要素には、踊 り子 とい う意味 と踊 りその ものの意味

があ り、一つの連で踊る踊 り子は40名 以上で最大150名 まで、隊列は4列 まで と決 め

られている。 しかし、踊 りそのものについては、前に行進 し続けなければならないとい う

ルールを除き、すべて自由である。

(4)地 方車(じ かたしゃ)

第四の要素が｢地 方車｣で ある。各連は、PA機 器を搭載 した自前の地方車を1台 用意

し、音楽を流 さなければな らない。音楽は録 音された曲を使用する場合 もあれば、生バン

ドが乗 り込む場合 もあるな ど、さまざまである。また、車検証による車長が9メ ー トル以

内、高 さが3.6メ ー トル以下であれば、どのようなデコレーションを施 してもかまわな

いことになってお り、個性の打ち出しどころとなっている。

(5)鳴 子

そ して、第五の要素が｢鳴 子｣で ある。作物 を狙 う鳥を追い払 うことを目的とした｢す

ずめ脅 し｣を ヒン トにつ くられたものであり、踊 り子は必ず両手に持って踊 らなければな

らない。いわゆる｢正 調｣の 鳴子を中心に、さまざまなデザインない しはサイズの鳴子が

出回ってお り、各連は自身のイメージをもとに鳴子の持ち方や鳴 らし方にも工夫 している。

よさこい祭 りでは、上記の5つ の要素 さえ備 えていれば 基本的に連 として認め られ、

祭 りへの参加が許 される。逆に言えば、衣装を着て、鳴子を両手に持ちなが ら、150名

以下で、4列 以下の隊列を組んで、地方車が先導 し、よさこい鳴子踊 りのフレーズを含ん

だ音楽に乗せて、前へ行進するスタイルで踊 りさえすれば、あとは何 をしても自由なのが

よさこい祭 りにおける連のルールである。

こうした性格を持つ踊 りが中心をなす、高知よさこい祭 りにおいて、企業は どのよ うな

かかわ りを示すのであろうか。阿波お どりのケースと対比 させて考察 してみたい。

第一は、連の結成 と参加の面である。阿波お どりと同様、 さまざまな業種の企業が連を

結成 して参加す るが、演舞場を提供する商店街 も連 を出すのがよさこい祭 りの特徴である。

ただし、後述す るように阿波おどりと比較 して連員の集め方がよ りオープンであり、公募

によって参加できる連が多 く見 られ るのが特徴 である。なお、企業連を含めたすべての連

についての情報は、高知商工会議所 よさこい祭 り振興会が毎年発行する｢よ さこい読本｣

などで確認す ることができるようになっている。

第二は、タ レン トの参加である。高知 よさこい祭 りにおいてもタ レン トの参加 は見 られ
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るが、地元の地方銀行のイメージキャラクターをつ とめている島崎和歌子や、実家が地元

の商店街で家業を営んでいる関係で参加 している広末涼子な ど、ごく数名に限られてお り、

阿波お どりのようにマスコミや無料で配布され るガイ ドブ ックを通 じて大々的に報道 され

ることはない。そのかわ りに、NHKを 含めた地元の放送局が連 日のように リレー形式で

祭 りの様 子を生や録画で中継 してお り、ほぼ常にどこかのテ レビ局で祭 りの様子 を視聴す

ることができる。 この点は、地元の民放が1局 しかな く、ケーブルテ レビによるテ レビ中

継にほぼ限られ る阿波お どりとは好対照である。

第三は、連員の集 め方である。先述のように、阿波おどりの場 合は一部の企業連が新聞

等で連員の公募を行 うにとどま り、基本的に社員、社員の家族、社員の親戚縁者、社員の

知 り合い、および取引先等、企業が保有する人的ネ ッ トワークを通 じて連員が招集 され る。

これに対 して、よさこい祭 りの場合は、対象年齢、参加費、申 し込み方法、公募か非公募

か も含め、その年の｢よ さこい読本｣に 参加す るすべての連の情報が掲載され るシステム

となっている。

第四は、演舞場の設営と運営である。阿波お どりの場合は、阿波お どり実行委員会のコ

ン トロールのもとで、すべての公式の演舞場の設営 と運営がなされ、エ リア内に敷地 を持

っ一部の企業が別途演舞場を用意するかたちとなる。 これに対 して、高知よさこい祭 りは

商工会議所のコン トロールのもとで現在市内15か 所の会場が用意 されるが、会場の設営

と運営に関しては、すべて各会場の自主性にゆだねられている。いわば 自律分散型の運営

形態を採用 してお り、演舞場 ごとに開演時間も異なっている。

4.両 者の比較

ここまで、阿波お どりと高知 よさこい祭 りについて、企業 とのかかわ りなども交 えなが

ら、考察を進めてきた。 ここからは、祭 りの構造について、もう一歩踏み込んで考察 を進

めていきたい。

徳島市の阿波お どりが、江戸時代まで起源をさかのぼると言われている地元の盆踊 りを

商店街の振興を 目的にイベ ン ト化 したものであるのに対 して、高知よさこい祭 りは阿波お

どりを参考に戦後新たに立ち上げたイベン トであ り、どちらも都市の祝祭 として位置づけ

ることができ、また企業との深いかかわ りを確認す ることも可能である。

しか し、祭 りの中心に位置つく踊 りの性格については、かな り対照的であることも指摘

できる。それは下記の通 りである。

第一は、踊 りにおけるルールの構造である。阿波踊 りの場合はゆかたやはっぴを身 にま

とい、｢よ しこの｣と 呼ばれるお難子を自ら演奏 し、鳴 り物に乗って決められたかたちの

踊 りを踊 るのがルールである。服装が違えば正式な連 として認知 されることはない し、よ

しこのとは異なる曲調のお囃子 では、阿波踊 りとは認 められない。 これに対 して、高知よ

さこい祭 りは、服装、音楽、踊 りに関す るルールが阿波踊 りのように厳格ではない。 これ
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はよさこい鳴子踊 りの作者である武政英策氏が曲のア レンジを許可 したことと深 く関連 し

ている。 曲の一部のフレーズが含まれていればどのように曲をアレンジしてもよい とい う

自由度が与えられ ることによって、そ して曲調に合わせた コスチュームの着用が認 められ

ることによって、よさこい祭 りの連はさまざまなバ リエーションを持つよ うになった。

あくまでも正調を守 り抜 く連、独 自の路線を突き進む連など、それぞれが自らをイメージ

し、 自己表現することが可能 となっていったのである。

第二は、踊 りと鳴 り物についてである。決まった型を持ち、自前の鳴 り物が必須の阿波

踊 りでは、熟達の度合いは素人 目にも明 らかである。 これに対 して、よさこい祭 りは、い

わば鳴子を持った組み体操でもあ り、音楽は録 音でも構わないので、阿波踊 りほどには熟

達の度合いは問われない。各 自のレベルで参加 してもそれな りに観賞に耐えられる性格の

ものであるといってよいものである。

第三は、連への参加のあ りようである。阿波踊 りにおいては複数の連に同時に参加する

こと、コロコロと参加す る連を変えることは心情的にはばかられ る。 これに対 して、よさ

こい祭 りはコアメンバーを除き毎年異なる連に参加することは何 ら恥 じることではなく、

む しろそれが普通である。今年はこの連で踊ってみよ う。最近、あの連のコスチュームが

素敵だから一度参加 してみよう。あるいは、今年 こそ早めに申し込んでこの連に何 として

も入 りたい。 よさこい祭 りの大部分の連は6月 ごろから連員の募集をは じめ、7月 過ぎか

ら練習をはじめ、8月 の本番で踊った後は、パ ッと解散 し、次の年にはまた新たにメンバ

ーを募 り、踊 りに臨む。実に新陳代謝が活発なメンバー構造になっているのである。

第四は、踊 りや鳴 り物に対す る評価の仕方である。阿波おどりには大学対抗のコンテス

トは存在するものの、あざやかな踊 りや見事なお嘘子を公式に表彰することで、互いに競

わせる仕掛けは用意 されていない。 これに対 して、高知 よさこい祭 りには個人にも、連に

も評価を与える仕掛けが用意 されている。まず、個人に対 しては、各演舞場がオ リジナル

に制作 したメダルが与えられ る。与えられるメダルはすべて各演舞場による持ち出しであ

り、審査員がその場で踊 り子の首にかけてあげる様 子があちこちで見受けられ る。授与の

基準は完全に審査員の主観であり、踊 りが うまかったか ら、可愛かったか ら、連の中で一

人だけメダルがかけられていないからかわいそ うな ど、さまざまな理由がその場その場で

調達 され る。メダルは参加者 に対す るご褒美的な要素が強 く、多 くの踊 り子が どこかの演

舞場でメダルを獲得するそ うである。

個人に対する評価は牧歌的でほほえま しいが、連の踊 りや音楽、そ して地方車に対する

評価 は真剣勝 負となる。現在、高知よさこい祭 りは8A9日 の前夜祭、10日 ・11日 の

本番、そ して12日 の後夜祭 ・全国大会 とい う構成になっているが、それぞれにコンテス

トの仕掛けが巧妙にセ ッ トされている。

まず、前年の各賞受賞 した連に前夜祭への参加資格を与えることで翌年への高い参加意

欲をかきたてている。2日 間にわたる本番では、地区表彰 と本部表彰が用意 される。地区
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表彰は地区競演場連合会 による奨励賞であり、地方者に対 して3本 、連に対 して12本 以

内で受賞す る連が選抜 され、連に対す る受賞は後夜祭の参加資格 となる。本部表彰は、よ

さこい大賞1本 、金賞 ・銀、賞各3本 、そ して審査員特別賞が1本 であり、受賞を果た した

連には後夜祭への参加が認め られ る。そ して、最終 日の全国大会では、本番で賞を受けた

連 とともに、全国か らエン トリー した最大46の 連が競演 し、夕方には表彰 と後夜祭が開

催 され、受賞 した連による競演が繰 り広げ られ る。そ して、初参加ない しは県外の連には

トロフィーが授与され、2回 以上の連続参加を果た した連には優秀旗の授与がな される。

っま り、参加の労をねぎらうとともに、優れた演舞を披露 した連に対 しては表彰 し、特別

な舞台を用意す ることで参加連のモテ ィベーシ ョンを高めていているのである。

5.近 年の傾向

以上、阿波おどりと高知よさこい祭 りについて、さまざまな切 り口か ら比較 を行ってみ

た。 こうした点を踏まえ、伝統ある阿波踊 りと新進であるよさこい祭 りの近年の傾向につ

いて検討 してみ ることにしよ う。それは停滞す る阿波踊 りと躍 進す るよさこい祭 りとして

示す ことができる。

(1)停 滞する阿波踊 り

平成10(1998)年 に明石海峡大橋が開通 し、関西と四国が地続きとなった。 これ

にともない、徳島では阿波お どりへの来客が大幅に増えることが大いに期待 された。 しか

し、景気の低迷が続いたこと、交通の便が大きく改善 したことなどから、宿泊せずに 日帰

りする観光客が増加 し、開通前 と比較 して人出のピークとなる時間帯が早ま り、午後9時

を過ぎると閑散 とする演舞場も見 られるなど、思 うように観光客の増加 を見込むことがで

きない状況である。また、長期にわたる景気の低迷は企業の阿波おどりへの参画意欲の相

対的低下傾向も同時にもた らしてお り、連の小型化ないしは不参加の決定や参加 日の短縮

を決める企業が相次いでいる。 さらに、高度経済成長期に一気に展開された域外への普及

も近年では完全に一段落 してお り、阿波踊 りを新たに始めようとす る地域はほとん ど見ら

れなくなっている。

(2)躍 進するよさこい系

これに対 して、1990年 代以降のよさこい系の祭 りの躍進はす さま じいものがある。

きっかけは何 と言っても、平成4(1992)年 に第1回 が開催 された｢YOSAKOI

ソーラン祭 り｣で あろ う。当時北海道大学の学生だった長谷川岳氏が母親のお見舞いのつ

いでに見物 した高知 よさこい祭 りに魅せ られて、地元の民謡であるソー ラン節を ミックス

してつくったこの祭 りは、瞬 く間に参加者を増や し、いまや北海道を代表す る代表的なイ

ベ ン トに成長 している。
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長谷川氏の最大の貢献は、｢よさこい｣の 記号化(YOSAKOI)と 、ハイブ リッ ド型

の祭 りの可能性を提示したことにある。 よさこいのアルファベ ッ ト化によって踊 りから高

知色を取 り去 り、 どの地域で も取 り入れ られる記号とした。また、高知 よさこい祭 りが阿

波お どりを参考にしてつくられたよ うに、長谷川岳氏は高知 よさこい祭 りを土台に して、

ソー ラン節を組み入れることで新たなかたちの踊 りを創作 した。 これは、高知のよさこい

祭 りのかたちを地元の祭 りと融合 し、再構成することが可能であることを広 く知 らしめる

ものであった。

このことは、多 くの地域にとって町お こしの新たな手段を獲得することを意味 した。既

存のイベ ン トにはマンネ リ感が漂い、若い人がなかなか参加 してくれない。 しかし、よさ

こい祭 りやYOSAKOIソ ーラン祭 りには老若男女を問わず、本当に多 くの人々が自ら

お金を支払って喜んで参加 し、大盛況である。なぜなら、単に音楽に乗せて踊 ることが楽

しいだけでなく、自分自身を生き生きと、そ して 自由に表現す る場が用意 されているから

である。つま り、この 日だけは自分が主人公になりきることができ、こうした魅力が一度

参加 した ら何度でも参加 したくなる人々をどん どん作 り出 し、同時によさこい系の祭 りも

全国に次々と作 り出しているのである。

現在、高知観光協会が補足しているよさこい系の祭 りは、全国で102か 所にわたって

いる(表3を 参照)。北は北海道から南は沖縄まで幅広い地域で実施 されてお り、既存の祭

りやイベ ン トに何 らかのかたちでよさこい系の踊 りが組み込まれているものを含めると、

さらにその数は増えることが予想 され る。 こうした急拡大は、地域 を超 えた連の参加 と、

それ らの連が中心となった地元でのよさこい系祭 りの展開によって下支えされている。そ

して、こうした急展開に企業が果た している役割が大きいことは言 うまでもない。

表3全 国のよさこい祭 り

岡 都鮪 県
拶 …   肺 一}陶 陶【脚

!開 催地域名

粘粘噛Ψb…叩一 鴇旨陽…w

祭 り名

}}}

｢ 開始年…

r
i1北海道 札幌市 YOSAKOIソ ー ラン祭 り

…

1992…

}

i2北海道
恵庭市 恵庭すずらん踊り ll973

…

『
…

一 酬'

i3北海道
北見市

…F
ぼんぼん祭 り/冬 祭 り

一

i4北海道
阿寒郡阿寒町 YOSAKOIほ ろうん祭 り i l996i

-

il～ 珍5-
i2㎜
応
…

1}

i2000
…

5　北海道

1江別市

F

えべっ北海鳴子まづ り

6　青森県
1弘前市

、よ さこい津軽

7 青森県 八戸市 はちのへYOSAKOI祭 り

{ ^…

8 青森県
置

》… 卸岬… 甲… 甲

:三沢市 YOSAKOI三 海祭 り
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｢謙 県 +和 田市  、とわだy。蜘i夢 まつり    i2。。｢
                 ;                              i…

il晴 森県 1南灘 郡尾上町1鰹 よさ恋フェスティバル   ｢痂｢

｢青 森県 下北舗 村iひ がしどおりよさま噺 踊り  ｢藪｢

｢毎 県 大船飾  k一 よさ恋フエスタ   ｢庶｢、
一i                                                                                            -》l

il3岩 手県 盛肺   …Y・S舐・1さんさ     {1卯8

F宮 城県 イ山台市 1みちのくY-1祭 り  ｢菰｢;

F秋 田県 細 市  1ヤートセ秋田祭    D卯8

『 山形県 村山市  脚 徳内まっり    ｢砺 …

『 福島県 姻 網 町 あだたらY・S舐α祭り   ｢蒲 ……

陣 島県 郡山市他 `うつくしまY・S舐・1祭り  ｢薦｢

陣 島県 双葉郡富岡町 さくらY・…(夜 の澱 まつり) ｢痂｢

5蕨 城県  東茨城郡茨城町｢｣鶴 よさこいまつり     rig97
L、         _.                               1

}2嵌 城県 竜ヶ崎市 竜Kα ソーラン祭り  甲一 … ｢証
副～  …                                                    野                                                              贈 卿 醒  ㎝ 一

122栃 木県 宇都宮市 宮っこよさこい(ふるさと宮まつり) ｢1卯6}"

巨 騨  杣 市  よさこ瞬 ま    T19r

懸 篤県 蒲 生市_桐 生八櫛 まつり(ダンスノ㈲ 甲｢爾 …

125編 県 驕 市  だんべえフエスタ    ｢葡 … 、
                 i                                                   ξ             1

26 埼玉県 … 朝霞市　関八州よさこいフェスタ(あさか・彩夏祭

砺 玉県 …騨所沢市 …武州よさこいT・K-WA曲 祭｢r…

区 埼玉県 坂戸市  阪戸よさこい(坂戸眠 まつり)  ｢薦｢…
{                                    i                                        i

匝 千葉県 松戸市 1新松戸まつり    r蕨

阿 千葉県 八日市場市 よカリ/鋤     ｢踊 …

巨｢千葉県 沼南市  膿 フエスタ(沼南まつり)  ｢蒲}

匝 棘 都 品川区  ,大井どんたくよさご喋 り  陣｢

F顛 都 縮 区  意 よさこ劇(大 高鴫 脚) ｢葡 …

F鯨 都 町田市  ,町麟 生ツスイ祭    ｢醸r、

匡 棘 都 嘉 区  ふくろ祭り鯨 よさこレり  ｢蒲 …
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36　東京都 渋谷区 原 宿表参道元氣祭スーパーよさこい

…

}2・ ・1

｢痂｢}
ii

｢薦r
-

i2002

…

阿

｢2・・｢

下 …・…｢禰｢

37 東京都一
調布市 調布よさこい(調 布ふるさとまつ り)

38 東京都 渋谷区
訴江戸人祭

一
39 東京都 台東区

r… … …… …

花と江戸文化と夜さ来い踊り

40 東京都 一
臨海畠1獅心 1ドリーム夜 さ来い

41 東京都 日野市 ,ひの よさこい祭 り
i

42 神奈川県 海老名市 i海老名市産業まつ り

43 神奈川県,旧 肺
…

ODAWARAえ っさホイお どり

r… …44 神奈川県

≡
座間市 }㎜ 燦夏祭

v西v

T｢698
…舳…｢属 …

ジ 剛 略躍嘱∵ 一… … 心ぜ"｢… 響'桿価w買 吋一h℃ …

i45 神奈川県
…

厚

足柄上郡大井町

巾 巾曜

よさこいひ ょうたん踊 り大会

ヂ げげ▼…'凹 崩 汗卒蝋 … 吊b…胃岬 … 甲

i46 神 奈川県
i

,響

ゆ

相模原市

κ一 冠吋耀 … 晒w旨w六 かゆ

相模台夏まっり
… 吊w

｢i6gr
…

叩

1}… 働崩 市…

47 神 奈 川 県…

郭酬削"}… 一～ …"… 甜" ㎜^ 

48 神奈川県

鯉 … η圃《 ジに【Ψゆ邸脚κ'… 冒 ㎝ …

横浜市 ヨコ岬 力_ニ バル(岬 こし葡 デ^}… ドll998き
叩_咋i… … … ゴ卿一… … じ … …}…

1999

E
吋㎝ ～｢凧… … 一… …

2000

……… …T… 印… …

i2001…

〃一 

}2002

一
｢傍｢
、一 ……………

i2000

緬｢
…
一 τ……
i2000
…

『
…

阿
▽
…

横浜市 夜 さ来いRANBU!祭 り
六 噛 卍

1… … ㎝…… … … 躍…"廿 … … …

49 新潟県
…

顯

柏崎市

}一一"}一 仙㌧ 巾

どんGALA!祭 り

50 新潟県 ・佐渡郡佐和田町 よさこいおけさ

r… ……3

51 新潟県
監

新潟市 …｢新潟総踊 り｣祭 り

52 富山県
{

富山市

I

YOSAKOIと やま

53 石川県 七尾市
 

能登よさこい祭 り

54 石川県
き

羽咋郡押水町他 YOSAKOIソ ー ラン 日刺 毎

r
55 石川県 金沢市 てんこまつ り

一
56 福井県 福井市 YOSAKOIイ ッチ ョライ

一
57 長野県

1

南安曇郡穂高町 YOSAKOI安 曇野

58 岐阜県 瑞浪市 美濃源氏七夕まつり

59 瀞 岡県 沼津市 よ さこい東海道
i

60 静岡県 伊東市 よさこいソーズラ伊東

ミ

12㎜

一
｢蒲 …
…

…

門
61 静岡県 浜松市 浜松よさこい祭 り

…

62 静岡県

塾

御殿場市 ,よさこ断 卸殿場

63 静岡県 富士市 あっぱれ富士
12・ ・3
筆

209



64 愛知県 名古屋市
…

にっぽんど真ん中祭 り ｢1999
6

阿
『
一
属
｢蒲…
阿
『
一
『
｢癒｢

65 愛知県
i豊川市

よさこいinお いでん祭

66 三重県 津市
…

安濃津よさこい

67 滋賀県 i甲賀郡甲賀町
}
ござれGO.SHU!

68　京都府

京都市 京都まつ り

69　京都府

涼都市
…

京都 よさこゐ

70　大阪府

賄 市 y・sakoiソ ー リ ャ 際 り

71　大阪府

…

箕面市 箕面まつ り

r72　大阪府
泉大津市 よさこい血泉大津

73　大阪府

大阪市 こいや祭 り

74　大阪府 

大阪市 大阪メチャハ ピー祭
轟…}簡

5兵 庫県 加古川市i KAKOGAWA踊 っこまつ り
｢繭 …"耶…｢葡 ㎝

… ぎ㎝ …………

{2(㎜

｢2㎜
ぼ
一

76　兵庫県

阿

神戸市

ゆ

神戸垂水よさこいまつ り
一 伊問㎝ か

77　兵庫県 姫路市

レ

ひめじ良さ恋まつ り

｢'}…78　兵庫県

城崎郡城崎町 きのさき温泉YOSAKOI祭 り

79　兵庫県

明石市 よさこい兵庫

門 憎一,80　兵庫県

小野市 おの恋お どり
一 阿^㌔～ 肝凸 酬 岬

81　兵庫県

…'i

i明石市
明石｢子 午線 どんとこいおどり｣(明 石市民

夏まつ り)

ぎ

2001

π
陣｢
F卿
｢闘…
寓
『一
!2001

陣 …

82　兵庫県

宝塚市

…

宝塚Y。S舐 。1フ ェスタ(宝塚 ・夏 フェスタ)

83　兵庫県

神戸市 KlhKi世 さこい踊 り真釣

84　奈良県

i奈良市
バサラ祭 り

…

WJ…rr-… 帥 柑冊

｢85和 歌山県 橋本市 紀の国やっちょん祭 り

86　和歌山県 田辺市 紀州弁慶 よさこい踊 りコンテス ト(弁 慶祭)

87　鳥取県

米子市 がいな祭 り

88　鳥取県

簸川郡斐川町 斐川 よさこい祭

89　岡山県ゼー 朋}一 ㎝ … … 鴨…'90

岡山市 おかやま夏まつ り うら じゃお どり
1

呉市

伸

よっ しやこい祭 ｢茜98…
当
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i

「1

{92
i,

賑 島県
1

痔島市
きん さいYOSAKOI(広 島フラ ワーフェス

iテイバル)

2002

山口県 豊浦郡豊浦町
ドラゴンダンスフェスティバル σ目棚

まつ り)

…

腺

i2㎝ ・
;

i93香川県 観音寺市 銭形まっ り踊 りコンテス ト
一

1996

i94

墜
i鍍

197

匝
欝 … 陽"

i99

香川県 丸亀市 {まるがめ婆娑羅まつ り 2000

愛媛県 新居浜市 新居浜夏まつり 1997

卜
il～ 珍8…庁 … サ

i2000…

「涌…二

愛媛県 川之江市 四国かわのえ紙まつ り

福岡県 福岡市

… …一,一 一、

ふくこいアジア祭 り

福岡県 糟屋郡粕屋町 福来いかすや祭り

長崎県

陽 旨皆 甘旨甘ドず…`

佐世保市

,一 尉 -

YOSAKOIさ せ ぼ祭 り

鴇 醒 冒'響 サ

i2000
…

吊"f鳩 晒仙一w… … …}'冊 「岬

il997
ξ

i }へ

iloo

レ

熊本県

ド

荒尾市 あらお荒炎祭

11・ll
㌍}…'瀕

…

、大分県

ゆ

、夢 ・泉 ・郷BEPPUド リームバル
;

… …1 … … … 艸陶吻}…-

1997

… … 卜一 … 一 一

2002ilO2沖 縄県

別府市
一 物脚 榔榊 曜層財 ¶内  一 冒"冒"…

1那覇市

… 鞠 卍此寵 冒六A

も一れ も一れチャンプルー祭 り

出所) http://www.welcome-kochijp/event/yosakoi/zenkoku.html

おわ りに

本稿では、徳島の阿波お どりと高知のよさこい祭 りを題材にして企業 と祭 りの関係 につ

いて考察を加えてきた。近年、阿波踊 りはよさこい系の祭 りの勢いに押 されっぱなしであ

る。 しかし、よさこい系の祭 りの普及が唯一進 まないのが徳島であることは注 目すべき事

実である。現時点では、この両者は棲み分けの関係にあると筆者はとらえているが、 さら

なる考察が必要であろう。

また、全国的に普及が進んでいるよさこい系の祭 りにおいて、企業がどのようなかたち

でかかわっているのかについて、さらなる考察が必要であろ う。 よさこい祭 りがYOSA

KOIソ ーランに進化 を遂げたように、地元の祭 りとどのような融合を果た しているのか、

さらなる事例の積み上げを行 っていきたい。また、よさこい系の祭 りを導入す ることで、

地域の活性化がいかになされていったかにっいて、さまざまな地域の事例を追いかけるこ

とも重要な課題であろ う。 よさこい系祭 りの隆盛は、徳島を含めた全国各地の阿波踊 り関

係者の 目にはどう映っているのか、どのように対応 しようとしているかを検討することも

興味深い課題である。今後もこの2つ の祭 りについて関心を持 って継続的に検証 していき

霧1、
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注

1)本 稿では、徳島市で開催 され てい る阿波踊 りが｢阿 波お どり｣と され ていることに もとづ き、徳

島市で開催 されている阿波踊 りのみ、｢阿 波お どり｣と 表記す る。
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岩井正浩

2006『 これが高知の よさこいだ!い ごっそ とハチキンの熱い夏』東京:岩 田書院,

岡崎直温

2006『 よさこいはよさこい じゃき』高知:イ ープ レス出版、

北川奉斗

1996『 街は舞台だYOSAKKOIソ ー ラン祭 り』高知:高 知新聞社6

徳 島出版

2005,2006,2007,2008『 徳島グラフ』徳島:徳 島出版,

南和秀 ・石田幸子 ・米澤紀子編集

2006『 阿波踊 り本。』徳島:徳 島出版

よさこい祭 り振興会

2005,2006,2007,2008『 よさこい読本』高知:川 北印肌
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異文化理解の経営人類学
一韓国 ・仁川市の事例一

岩 井 洋

関西国際大学

本稿の 目的は,中 東やイスラームに対する異文化イメージや,仁 川市の都市経営が,韓

国 ・仁川 における中東文化院の開館 ・閉鎖 ・再開のプロセスにどのように影響 したかに

ついて考察することである。 したがって,本 稿は異文化理解 と都市経営の経営人類学的研

究である。異文化理解に関 しては,2020年 までに韓国をイスラーム化 しよ うとす る布教戦

略がある,と の言説に着 目した。都市経営については,プ ロテスタン トの伝来地,韓 国移

民の発祥地 としての仁川市の地政学的特徴や,国 際都市戦略について考察 した。

1.は じめに

本研 究プ ロジェク トでは,環 黄海経済圏 の産業 と都市 にお ける文化創造や文化交流 につ

いて研 究 して きた。環黄海経 済圏 として構想 され てい る主要10都 市,す なわち韓 国の釜 山,

蔚 山,仁 川,日 本の福 岡,北 九州,下 関,中 国の青 島,天 津,煙 台,大 連のなかで,世 界

に向けたハ ブ空港 を持っ都市 として,仁 川市 は他 とは異な る位 置づ けにある。仁川市 では,

2009年 には｢2009仁川 世界都市祝典｣(Global Fair and Festival 2009 1ncheon,Korea)が,ま

た2014年 には,ア ジア競技大会(Thel7thAsianGames)が 開催 され る予定 である。 さら

に,仁川 市 には3地 区か らなる｢仁 川経 済 自由区域｣(IFEZ:llcheon Free Economic Zone)

が創設 され,物 流 とビジネ スの拠点 と しての都 市戦 略が進 め られ ている。

そ こで本 稿で は,仁 川 市に焦点 をあて,そ の都 市経 営に関す る経営人類学的考察 を試み

たい。具体的 な事象 としては,2007年10月 に開館 された 中東文化院(Korean Center for Arab

and ISIamic Culture)の 動向に注 目す る。 同館 は,中 東文化や イス ラーム文化 に対す る理解

を促進 す る 目的で開館 され,中 東文化や イス ラーム文化 に特化 した もの として は,ア ジア

で初 めて の施設 である。 しか し,社 会情勢 の変化 と仁川 市の地政学的背景 か ら,中 東 とイ

ス ラー ムに対す る異文化イメー ジが,同 館 の閉鎖 とい う事態 を引き起 こした。 さらには世

論の後押 し等 に よ り,閉 鎖決定 が撤回 され,結 果的には再開 され る見通 しとなった。

そ こで本稿 では,中 東文化院 の開館 ・閉鎖 ・再開のプ ロセス を描 くとともに,中 東やイ

ス ラー ムに対す る異文化イメー ジや,仁 川 市の都 市経営の あ りかたが,そ のプ ロセ スに ど

の よ うに関連 したかについて報告す る。 したが って,本 稿は異文化理解 に関す る経営人類

学的考察 であ るとともに,仁 川市 の都 市経営 に関す る経営人類 学考察 で もある。以 下,中

東文化院 の開館 ・閉鎖 ・再開のプ ロセ スを描 き,続 いて,中 東やイス ラームに対す る異文

化イ メー ジにつ いて考 えるために,韓 国 にお けるイス ラー ムについて概観す る。 そ して最
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後に,仁 川市の都市経営にっいて考えるために,仁 川市の地政学的特徴 について述べる。

2.中 東文化院の開館 ・閉鎖 ・再開

2-1.中 東文化院の開館 とその背景

まず,中 東文化院がある仁川市について概観する。仁川市(正 確には仁川広 域市)は,

韓国の首都 ソウルの西約30キ ロに位置す る港湾都市で,8の 区部 と2の 郡部からなる。人

口は約260万 人で,ソ ウル,釜 山に次 ぐ第3の 都市である。 日朝修好条規(1876年)に よ

り,1883年 に開港 され,日 本統治時代 には仁川府が設置 された。1949年,仁 川府か ら仁川

市に改称 され,1981年 に仁川直轄市 とな り,1995年 には仁川広域市 と改称 された。2001

年には,仁 川国際空港が開港 された。

さて中東文化院は,中 東文化やイスラーム文化に対す る理解を促進す る目的で,2007年

10.月22日,仁 川市役所近 くの商業 ビルの3階 に開館 した(当 初,2012年 に独立の建物に

移転する予定だった)。 同館は,1,700平 米のワンフロアで,中 東各国の大使館等に依頼 し

て収集 した展示物が系統的に展示 され,資 料室やセ ミナー室も設置 している。また,館 内

には中東 ビジネスセンターが設置 され,中 東に進出する企業のためのサポー トが期待 され

ている。同館では,中 東やイスラームの文化,ア ラビア語等に関するセ ミナーや,仁川 の

チャイナタウンとも連携 し,異 文化理解を促進する事業を計画 している。開館記念式典に

は,中 東各国の関係者約60名,ア ン ・サンス仁川広域市長をは じめとする仁川市関係者約

100名 が参加 した。アン市長は,仁川 が真の国際都市 として成長する契機 となるとして,

開館の意義 を強調 した。

開館にあたって,仁 川市や企業から約10億 ウォン(開 館当時,約1億2,500万 円)の 財

政支援があ り,SK仁 川精油やハンシン銀行等か らは約6億 ウォン(約7,500万 円)の 財

政支援があった とされ る。同館は仁川市によって設立 されたが,実 質的な運営は韓国中東

協会(KOMEA:Korear　 Vliddle　East　Association)が 担当している。韓国中東協会は,産 業資

源部の支援のもと,2002年 に社団法人 として設立 されたもので,産 官学の連携によ り,中

東諸国との経済 ・産業 ・文化の交流を促進 しよ うとするものである。

図1中 東文化院

214



仁川市が中東文化院を開館 した背景には,前 述のような異文化理解や中東 ビジネスの促

進があったが,そ れ以外に,2014年 のアジア競技大会の召致 とい う政治的理由があった。

2007年4月18日,仁川 市は,も うひ とつの候補地であるイン ドのニューデ リーを退け,

アジア競技大会の開催地に決定 した。この背景には,中東各国の韓国支援があったとされ,

中東文化院の開館は,そ れに対す る返礼でもあった といえる。

さて開館の時期に目をむけると,アフガニスタンにおける韓国人拉致 ・殺害事件があ り,

まだ記憶に新 しい時期である。 同事件は,ア フガニスタンにおいて,韓 国のキ リス ト教会

｢泉の水｣の ボランティア訪問団23人 が,イ スラーム原理主義組織タリバンに拉致 され,

牧師1名 と男1生信者1名 が殺害 された事件である(人 質は8月30日 に解放 された)。人質

解放の条件は,ア フガニスタン駐留の韓国軍の年内撤退 と同国内における宣教活動の中止

であったとい う。韓国政府の対応に対 して,各 国か らの批判があった と同時に,当 該ボラ

ンティア訪問団に対 して も,｢渡 航 自粛を無視 して強行に渡航 した｣や｢現 地の文化 を理解

しない無謀な宣教活動だった｣と の批判が集まった。

韓国政府の対応やボランティア訪問団の行動は別 としても,こ の事件を介 したイスラー

ムに対する異文化イメージを考慮すると,中 東文化院の開館 には,社 会か らの抵抗があっ

た とも考えられる。 しかし,同 館の文化企画理事で韓国外国語大学教授のキム ・ジョンミ

ョン氏は,筆 者のイ ンタビューに答え,｢今 回のアフガニスタンの人質事件は,キ リス ト教

団体の無謀な宣教活動だったとの批判のほ うが強 く,本 館の開館 については大きな影響は

なかった。むしろ,今 回の事件で,中 東やイスラームの文化を広 く紹介することの意義を

痛感 した｣と 語った。

また,ア フガニスタン人質事件は,韓 国における中東理解の低 さを露呈 した とい う専門

家 もいる。韓国中東学会会長のチャン ・ビョンオク氏(韓 国外国語大学教授)は,｢韓 国の

経済力に比 して,韓 国の中東社会に対する理解は恥ずかしい水準である｣と 指摘 し,韓 国

中東協会会長のハ ン・ドッキュ氏(韓 国外国語大学教授)も,｢中 東=石 油｣と い う以外に,

韓国社会の中東への関心が薄いと指摘する。｢中央 日報｣(2007年9月6日)に よると,事

件発生当時,韓 国外交部にアラビア語を話せる職員は5人 のみだったとい う。また,韓 国

中東学会の会員は約200人 で,実 際に活動する国内の研究者は,韓 国外国語大学など4大

学の約50人 にすぎないとい う。現在,韓 国でアラビア語を教える大学は,韓国外国語大学,

明智大学,朝 鮮大学,釜 山外国語大学の4大 学である。

以上の背景か ら考えると,中 東文化院は,韓 国における中東文化やイスラーム文化に対

する理解にとって,重 要な役割を果たす と考えられ るとともに,そ の開館時期はタイム リ

ーなものであった ともいえる。
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表1中 東文化院の開館 ・閉鎖 ・再開の流れ

2007年4月18日 仁川市 が2014年 アジア競技大会の開催地 に決定。

2007年7月19日 アフガニスタ ンにおけ る韓 国人拉致 ・殺 害事件発 生。

2007年10月22日 中東 文化 院開館。

2008年8月 プ ロテス タン ト系宗 教放送 で,｢中 東文化院 は文化 を装 ったイ スラ

ーム布教 の拠 点｣と の報道
。 これ を受 けて,プ ロテス タン ト有力者

の仁川 市長訪 問。

2008年9月30日 仁川 市か ら来年 度運営予算 を計上 しない との通告(事 実上 の閉鎖通

告)。

2008年11月 仁川 市か ら正式 の閉鎖通告。

2008年12月7日 中東 文化 院の ウェブサイ トで閉鎖 の告知。

2009年1月 中東 文化院の再開決定(｢グ ローバル センター｣と しての再 開)。

2-2.中 東文化院の閉鎖か ら再開へ

当初,中 東文化やイスラーム文化に対す る理解 と中東ビジネスの促進を期待 されて開館

した中東文化院は,2008年12月,開 館からわずか1年 あま りで閉鎖 され ることになった。

その背景には,イ スラームに対する異文化イメージが大きく関連 していたっ

2008年8月,あ るプロテスタン ト系宗教放送が,｢中 東文化院は文化を装ってイスラー

ム布教をす る拠点である｣と の報道を した。 これを受けて,仁 川市内のプロテスタン ト教

会の有力者が仁川 市長を訪問 し,仁 川市が中東文化院を支援することを批判 した。 このよ

うな報道やプロテスタン ト教会の行動の背景には,イ スラームの韓国布教に対する脅威が

あった と考えられ る。

プロテスタン ト系のメディアやインターネ ットでは,｢2020年 までに韓国をイスラーム

化する布教戦略が進 められている｣と の言説が流布 してきた。代表的なもののひ とつが,

図1に 示 したものである。｢イスラーム'2020年 までに韓国をイスラーム化 ∵.キリス ト教の

対応は?｣と い う見出しのもと,モ スクで礼拝するムスリムの写真が掲載 されている。キ

ャプシ ョンには,イ ギリスのあるモスクでの礼拝の様 子であることが説明 されてお り,イ

ギ リスにおいてはイスラームの布教がすでに進み,次 のターゲットが韓国であることが述

べ られている。ちなみに,韓 国において｢キ リス ト教｣(フlE}・7.)は,キ リス ト教そのもの

ではなく,｢プ ロテスタン ト｣(改 新教 川忍ヱ ともいう)を さすことが多い。同様の写真 と

内容は,確 認 できるかぎ りで2007年 頃か ら,さ まざまなウェブサイ トやプログで流用 され

てお り,ど の記事がオ リジナルであるかを判別することは,も はや困難である。 このよ う

な状況を考えると,あ くまでも推測の域をでないが,｢韓 国イスラーム化計画｣が 進行 しつ

つあるとい う脅威が,キ リス ト教信者のあいだに浸透 してきたと考えることができる。 こ

のことは,韓国がブロー ドバン ド先進 国であることを考え合わせると,さらに納得できる。
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図2｢イ ス ラ ー ム'2020年 ま で に韓 国 を イ ス ラ ー ム 化'キ リス ト教 の 対 応 は?｣

(http://www.christiantOday.co.kr2007年3月16日)

さて,2008年9.月30日,中 東文化院は仁川市よ り,2009年 度の運営予算を計上できな

いとの通告 を受けた。これは,実 質上の閉鎖通告 といえる。そ して,11月 には正式の閉鎖

通告を受け,12月7日 には,中 東文化院の ウェブサイ トで閉鎖の告知が された。一連の流

れをみると,仁 川市に対するプロテスタン ト教会か らの圧力が,閉 鎖の直接の理由として

考えられ る。

12月4日,サ ウジアラビアとオマー ンの大使に率いられた中東諸国の大使たちは,副 外

務大臣や仁川 市長 と会談 し,｢中 東文化院の閉鎖は,中 東諸国の韓国に対するイメージを悪

化 させるだけではなく,経 済協力にも悪影響をおよぼす｣と 批判 した。また,10日 の仁川

議云では,イ ・ミョンソク議員 も同館の閉鎖を批判 し,｢同 館がアジア競技大会を召致 ナ

るためのカー ドにすぎなかったと誤解され るばか りか,一 部の宗教的な観 点か ら閉鎖すれ

ば,国 家の信頼を失墜させ,さ らなる宗教的葛藤を誘発する可能性がある｣と した(｢中 央

日報｣2008年12月10日)。 さらに,仁 川のいくつかの市民団体も,異 口同音に,｢一 部の

プロテスタン ト信者の意見に迎合 し,中 東文化院を閉鎖することは,異 文化理解の促進を

妨げるものであ り,多 文化時代に逆行することである｣と の声明文をだ した。

これを受け,2009年1月,仁 川市は中東文化院の閉鎖決定を撤回 し,宗 教性を排 し,多

文化に開かれた｢グ ローバルセ ンター｣と して再開す ることを決定 した。 これに伴い,運
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営主体が韓国中東協会か ら仁川市職員に移った。また,収 集 された展示物も,中 東諸国の

大使館等に一旦返還 され,仁 川市があ らたに展示物を収集することになっているとい う。

筆者のインタビューに韓国中東協会関係者は,仁 川市職員になれない展示運営をまかせる

ことは,展 示 自体の質の低下につながるとの不安をもらしていた。なお,グ ローバルセン

ターは,3月 に再開される予定であるとい う。

3.韓 国 にお けるイ ス ラーム

前述の よ うに,韓 国 にお けるイス ラームの存在 は,中 東文化院 を一時的 な閉鎖 に追い込

む一因 とな った。 で は,韓 国 にお けるイスラー ムの位置づ けは,現 実には どの よ うな もの

だ ろ うか。 ここで は,そ の歴史 と現況につ いて概観す る。

イス ラーム と韓国 との関係 は,10世 紀の高麗時代まで さかのぼ るとされてい る。しか し,

当時はア ラブ商人が商業的 な理 由で朝鮮 半島を訪れた に とどま り,イ スラー ム布 教 を 目的

とす るものではなか った。 実際 にイスラー ム布教が行 われた と確認 され ているのは,1955

年の こ とで ある。 朝鮮戦争 中,国 連 軍の兵 士 として従軍 した トル コ兵に よって,韓 国人 に

対す る布 教が行 われた。そ して,1955年 に設 立 され たムス リム ・コ ミュニテ ィが,正 式 に

は韓国で最初の もの とされ る。 しか し,ト ル コ軍が撤退す る と,布 教運動 は しば らく停滞

した。

1960年 代 にな って,マ レー シア政府 がモ スク建設 のための資金 を提供す る話が もちあが

った。1962年,マ レー シア副首相アブ ドゥル ・ラザ ック(Abdul　 Razzaq)が,翌 年 には,

マ レー シア国会議長バ ッジ ・ノア(Haji　Noah)が,そ れ ぞれ韓 国のムス リム ・コミュニテ

ィを訪問 した。バ ッジ ・ノアは,モ スク建設の支援 を求 め られ,帰 国後,首 相 アブ ドゥル ・

ラーマ ン(TUnku　 Abdul　Rahman)を 説 得 し,100,000ド ルの献金 を約 束 させ た。これ を受 け,

1964年,韓 国のムス リム ・コミュニテ ィは,100,000ド ル規模 のモス ク建設 に着手 した。

図3ソ ウル中央モスク

しか し,韓 国側 は100,000米

ドル を期待 したのに対 して,

マ レー シア側 が約束 した献金

は100,000マ レーシア ・ドル

(リ ンギ ッ ト)で あった。 こ

の た め,実 際 の 献 金 額 は

33,000米 ドル に しかな らず,

モ ス ク建 築 計 画 は頓 挫 した

(Moon　l987:139)。 イス ラー

ム布教 の基盤 整備 は,1976年,

ソウル ・イテ ウォ ンの中央モ

ス クの完成 まで待 たなければ
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な らなかった。そ の後,モ ス クが各地 に建設 され,現 在,釜 山,安 養,光 州,全 州,大 邸

等 にモ スクがあ る。

1970年 代,二 度 の石 油危機 は,石 油 と中東への関心を増加 させ,結 果的 にはムス リムの

拡大 に結びっいた。 中東 の建設 作業 に従事す る韓国人 のなかには,イ ス ラームに入信す る

者 も多 く,1976年 か ら86年 の10年 間に,約3,000か ら約30,000へ と10倍 に増加 した(Moon

l987:135-136)。 現在,韓 国 ムス リム連合(KMF:Korea　 Muslim　Federation)(1965年 設 立,

67年 政府公認)が,法 的に も国際的 に も韓国のムス リム ・コ ミュニテ ィを代表す るもので

あるが,同 組織 は国内の支部 だけではな く,サ ウジアラ ビア,ク ウェー ト,イ ン ドネ シア

に も支部 をもってい る。 この ことは,韓 国を中心 とす るネ ッ トワー クが海外 に も広 がって

いるこ とを示 してい る。

現在,韓 国のムス リム人 口は,統 計 によ り若干 の差異が あ るが,約100,000人 とされて

いる。その うちの約30%は 韓 国人 ムス リムであ り,そ の他 は海外 か らの移住者 である。ま

た,1990年 代後半 の｢IMF危 機｣(ア ジア通貨危機)の 影響 で,海 外 か らの移住者 が帰

国 し,ム ス リム人 口が約150,000人 か ら大幅に減少 した といわれ る。 ただ し,ム ス リムの

人 口に言及す る際,注 意 しなけれ ばな らない点がい くつか あ る。韓 国のムス リム人 口は,

主 に韓国ムス リム連合 の統計 に頼 らざるをえない。そ の積算方法 に よる と,世 帯主が ムス

リムである場合,家 族全員 がムス リム として計算 され る。 さらに,一 度 ムス リム として登

録 され ると,も しムス リムであるこ とをやめた場合 で も,そ の登録 は抹 消 され ない。その

た め,ム ス リム人 口がい くぶ ん誇張 され ている可能性が ある(Moonl987:138)。

4.仁 川市の地政学的特徴

4-1.｢プ ロテスタン ト伝来の聖地｣と しての仁川 市

最後に,中 東文化院が位置する仁川市に関する地政学的特徴についてふれておきたい。

すなわち,仁 川市 とい う地理的な位置づけが,中 東文化院をめぐる出来事に,ど のような

影響をおよぼ したのか,と い うことである。

まず注 目したいのは,仁 川市が韓国におけるプロテスタン ト伝来の地だという点である

(関1981)。 前述のように,中 東文化院 と｢韓 国イスラーム化計画｣を 結びつけて考えた

のは,仁 川市のプ ロテスタン ト信者たちであった。｢韓国イスラーム化計画｣自 体は,韓 国

のキ リス ト教界(と りわけプロテスタン ト)に おいて流布 していた言説であるが,そ の言

説が｢現 実｣(reality)と して受け入れ られたのは,仁川 市 とい う土地 とその歴史が深 く関

係 していると考えられる。

歴史的にみると,19世 紀に朝鮮が開国され,プ ロテスタン ト諸派が宣教師を派遣するよ

うになった。1884年,長 老派 とメソジス トが最初に布教を開始 し,そ の他の諸派がこれに

続いたが,宣 教師たちが上陸 したのは,い ずれも仁川か らであった。これは,1876年 の 日

朝修好条規により,釜 山,元 山,仁 川の3港 が開港 された ことと関係する。つま り,海 外
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からの文物が,ま ず この3港 を経由して,韓 国に流入 してきた とい うことである。

仁川市は,い わば｢プ ロテスタン ト伝来の聖地｣で あ り,プ ロテスタン トが深 く根付い

ているだけに,中 東文化院 と｢韓 国イスラーム化計画｣が リア リティをもったもの として

とらえられ,聖 職者たちの抗議行動にむすびついたのだと考えられる。仁川市 とプロテス

タン トとの深い関わ りは,韓 国移民史博物館の展示にも示 されている。

4-2.｢韓 国移民の聖地｣と しての仁川 市

2008年6.月13日,仁 川市 中区の月尾公園 内に韓 国移民史博物館 が開館 した。 同館 は,

韓国か ら世界各地 に広 がってい った約700万 人の移 民を称 えるた めに設 立 され た もので,

2003年,ハ ワイ で開かれたア メ リカ移 民100周 年記念行事 に,ア ン ・サ ンス仁 川市長が出

席 した のが設 立のきっかけであった とい う。同館 は,地 下1階 ・地上3階,延 べ面積約4,100

平米の建物 で,移 民 の生活 を物語 る,約5,㎜ 点の展示物 が展示 され てい る。 同館 の建設

には,約115億 ウォ ンが投入 され た とい う。

韓国か ら世界へ の移民は,1903年 のハ ワイ移 民には じまる。最初 の移 民は102人 で,ゲ

ー リック号 に乗 り
,1903年1月13日 にハ ワイ に到着 した。 そ して彼 らは,さ とうきび農

場の労働者 となった。ハ ワイへ の移民は,1903年 か ら05年 まで,計64回 を数 え,移 民の

数 は7,414人 にのぼった。 興味深 い ことに,最 初の移 民の半数以上は,仁川 のネ リ教 会 に

所属す るメ ソジス ト派信者 を中心 とす る,キ リス ト教信者で あった。 さらに,移 民先のハ

ワイ にお いて も,プ ロテス タン ト教会 は韓 国人 コ ミュニテ ィの精神 的な中核 となった。 こ

れ は,移 民研 究で従来 か ら指摘 されて きた,エ スニ ック ・チ ャーチ(etlmicchurch)と して

の教会の機能 である といえる。

ちなみ に,ハ ワイ と仁川市 との関係 は,市 内 にあ る仁荷(lnha)大 学の名 称 にもみ られ

る。 同大学は,1954年,初 代大統領 ・李承 晩の提言 によ り,仁 荷工科 大学 として設立 され

た。 この提言 の背景 には,ハ ワイ移 民た ちの意向が強 く反映 されてお り,｢仁 荷｣の｢仁｣

は仁川,｢荷｣は ハ ワイを さす。

図4韓 国移民史博物館
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4-3.仁 川市 の国際都市戦略

さて,こ の よ うにみ ると仁川 市は,そ の地理的位置か ら,｢プ ロテ スタン ト伝来｣(流 入)

と｢韓 国移民｣(流 出)の2っ の意 味で｢聖 地｣の 条件 をそなえてい るといえ る。 この よ う

な条件 は,港湾 都市が多かれ少 なかれ持 ってい るもの と考 えられ るが,都 市経営 とい う観

点か らみた場合,現 在の仁川市 は,こ の歴 史的蓄積 の上に,明 確 な国際都市戦略 を展 開 し

よ うと してい る。

2001年 に開港 した仁川空港 をは じめ,2005年 には仁川港湾公社(IPA:lncheon Port

Authority)が 設立 され,仁 川市は,空 ・海 ともにア ジアのハ ブ をめ ざす よ うになった。仁

川港湾公社 の統計(http://www.icrpaor.kr)に よる と,年 間の コンテナ取扱量 は,2005年 に

100万TEU(TEU:tWenty・-foot equivalent units=20フ ィー トの コンテナ1個 分)を こえ,2008

年 まで毎年約20%の 伸び を示 してきた。 さらに,2003年 に試行 された｢経 済 自由区域法｣

に もとついて,釜 山 ・鋸 毎,光 陽湾圏 とともに 自由経済区域 に指 定 され た仁川 自由経 済区

域(IFEZ:hcheon　 Free　Economic Zone)は,航 空,物 流,観 光 ・レジャー,国 際金融 等のハ

ブ機能 を果 たすべ く,2020年 をめ どに段 階的な開発 が進 め られ てい る。また,2009年 の世

界都 市祝 典の開催 と,こ れに歩調 をあわせた｢2009仁 川訪 問の年｣(Visit incheon 2009,Korea)

の指 定や,2014年 のアジア競技大会 の召致等 も,仁 川 市の国際都 市戦 略 と して と らえるこ

とがで きる。

さて,仁 川 の国際都 市戦略は,中 東 のオイル マネー とも密接 な関係 がある。前述 の よ う

に,ア ジア競技大会の招致 には中東諸 国の支持 が必要であった し,仁川自由 経済 区に も,

オイル マネーの投資が期待 されて きた。事 実,中 東 文化院 の閉鎖 が決 定 した際,在 韓 中東

諸 国の大使館 が,世 界都市祝典や アジア競技大会へ のボイ コッ トを表 明す る動 きが あった。

これ は 中東 諸国 と仁川 市の国際都 市戦 略 との関連 を示唆 してい る。

最後 に,仁Jl市 の地政学的特徴 に加 えて,キ ーパー ソン　1)として のアン ・サ ンス仁川 市

長 の存 在 についてふれておきたい。 ア ン市長 は,前 述の国際都市戦 略にお いて,重 要 な役

割 を果 た して きた とい える。 また,興 味深 い こ とに,中 東文化 院 と韓 国移 民史博物館 とい

う,正 反対の 性格 をもつ施設の開設 もア ン市長 の発 案であ る。 中東 文化院 が,中 東や イス

ラーム とい った異文化イメー ジを喚起 させ るの に対 して,韓 国移 民史博物館 は,韓 国人の

ナシ ョナ リステ ィ ックな感覚 を喚起 させ る。韓 国移 民史博物館 の展示 の最後 において,来

客者 の頭 上 に大極旗が配置 されてい るこ とは象 徴的で ある。 また,移 民の歴史 はプ ロテス

タン トの歴史 とも重 な りあ う。 このよ うに,ベ ク トルの異な る2つ の施設 の並存 が可能に

な る背 景 には,仁 川市の地政学的位置づ けとは別 に,ア ン市長 の都 市経 営の手腕 が あると

い える。

5.む す び

本稿 で は,中 東文化院の開館 ・閉鎖 ・再開のプ ロセ スを描 くとともに,中 東や イ スラー
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ムに対する異文化イメージや,仁 川市の都市経営のあ りかたが,そ のプロセスにどのよう

に関連 したかについて考察 した。

一連のプ ロセスは
,プ ロテスタン ト信者による,ム ス リムの｢韓 国イスラーム化計画｣

とい う言説 によって左右 されていた。また,こ の言説が仁川市 とい う土地で リア リテ ィを

もって受けとめられた背景には,｢プ ロテスタン ト伝来の聖地｣と しての地政学的位置づけ

があった。｢プ ロテスタン ト伝来の聖地｣と い う,文 化｢流 入｣の 歴史と,｢韓 国移民の聖

地｣と い う｢流 出｣の 歴史は,港 湾都市の地政学的特徴によるものであるが,そ れ らの歴

史的蓄積の上に,仁 川市は国際都市戦略を打ちだ した。 さらに国際都市戦略は,中 東のオ

イルマネー とも密接な関わ りをもってお り,そ のことは中東文化院開館の背景 ともなって

いた。

中東文化院 と,ナ シ ョナ リステ ィックな感覚を喚起 させるとともに,プ ロテスタン トの

歴史的刻印を伝える韓国移民史博物館が,仁 川市に並存する背景には,国 際都市戦略のキ

ーパー ソンとしてのアン ・サ ンス市長の存在があった。仁川市の都市経営 と,中 東文化院

をめぐる今後の展開については,ア ン市長を含めた複数のキーパー ソンに着目す る必要が

ある。

注

1)市 井三郎(市 井1974)は,近 代化にっいて論 じた際,社 会変化の少ない｢定 常状態｣(wationary

state)に おいて,変 化 を生み出す少数(低 確 率)事 例 をつ くりだす契機 となる人間を｢キ ー ・パース

ン(複 数)｣(Key-persons)と 呼んだ。 この意味において,ア ン市長は市井のい う｢キ ー ・パースン｣

にな りうる。

鰍

市井三郎

1974｢｢近 代化｣と 価値の問題｣鶴 見和子 ・市井三郎編 『思想の冒険』pp.28-55,筑 摩書房。

閔庚培

1981『 韓国キ リス ト教会史』金忠一訳,新 教出版

Moon, Chung-in 

 1987 Politics and Religion: The Rise of Islam in South  Korea. Journal  of  South  Asian and Middle Eastern 

        Studies 11 (1&2): 131-155.

222


